
大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

九州女子大学
学力特待生制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

学力特待生選抜において定められた基準を満たして合格した者

免除・減免
A特待：授業料全額免除
B特待：授業料半額免除 1年毎(最大4年間)

A特待：4名
B特待：4名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

九州女子大学
技能特待生制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

技能特待生選抜において定められた基準を満たして合格した者
免除・減免 B特待：授業料半額免除 1年毎(最大4年間) B特待：5名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

九州女子大学 沖縄県出身者入学金免除制度 入学手続時 入学金・授業料減免
沖縄県の高等学校出身者(入学生)

免除・減免 入学金全額免除 入学年度 対象者全員 沖縄県 入試広報課 併用可 併用可

九州女子大学 福原学園同窓生子女優遇制度 入学後 入学金・授業料減免
親のいずれかが学園が設置する大学又は高等学校の卒業生の者

免除・減免 入学金半額免除 入学年度 入学生 地域の制限なし 総務課 併用可 併用可

九州女子大学
兄弟姉妹助成制度 入学後

学費支援
入学金・授業料減免

学園が設置する大学のいずれかに兄弟姉妹が在学している場合において、１人を除く兄弟姉妹
免除・減免 施設費全額免除

兄弟姉妹のいずれかが在学
しなくなるまでの間

在学生 地域の制限なし 総務課 併用可 併用可

九州女子大学
福原弘之奨学生制度 在学中 学力特待生などすべての特待生、留学生を除く４年生

特待生・成績優秀者
学費支援

4年生の経済困窮者で、修学意欲に富み、一定の学業成績を修めた者
給付奨学金

授業料全額給付
ただし、他の奨学金制度から授業料の負担軽減として給付もしくは貸与を受けている金額を除
く

1年間 １名 地域の制限なし キャリア支援課 併用可 併用可

九州女子大学
社会人入学生優遇制度 入学手続時 入学金・授業料減免

社会人選抜および社会人編入学選抜において定められた基準を満たして合格した者
免除・減免

入学金全額免除
授業料及び施設費３分の2免除

1年毎(最大4年間) 入学生 地域の制限なし 入試広報課 併用不可

九州女子大学
学長表彰制度 在学中 1年生～4年生 学費支援

・国内外のスポーツ大会で優れた成績をあげた者
・学術的貢献があった者
・社会貢献があった者

給付奨学金 各年度に配分される学力奨学生制度資金金額の範囲内 地域の制限なし キャリア支援課 併用可 併用可

九州女子大学

自由ヶ丘高等学校特典制度 学校出願時 入学金・授業料減免

自由ヶ丘高等学校出身者

免除・減免

①すべての受験生に対する特典
　受験料全額免除
②専願受検及び併願受検の特典
　専願：入学金全額免除及び施設費全額免除
　併願：入学金半額免除及び施設費半額免除
技能特待生及び学力特待生で入学した場合は、免除内容②は適用しない

4年間 入学生 地域の制限なし 入試広報課

九州女子大学
学力奨学生制度 在学中 ２～４年生

特待生・成績優秀者
学費支援

①学内活動を積極的に行い、リーダーシップを発揮するという模範生であること
②学業成績が伴っていること。
※学力特待生などのすべての特待生、留学生を除く

給付奨学金 授業料半額給付 1年間 各学部各学年2名 地域の制限なし キャリア支援課

九州女子大学
資格保有者優遇制度 学校出願時 入学金・授業料減免

家政学部人間生活学科の一般推薦選抜Ⅰ期・Ⅱ期において以下の資格をすべてを所有し、「資格保有者優遇制度」を希望する者
①被服製作技術検定（和服）１級
②被服製作技術検定（洋服）１級
③食物調理技術検定１級

免除・減免 入学金全額免除 入学年度
家政学部人間生活学科入学生
若干名

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

久留米工業大学
久留米工業大学二又奨学金 在学中 2年生～４年生 学費支援

本学に２次年以上の学生で学業・人物ともに優秀で、かつ健康であり、学費の支弁が困難と認められる者。
給付奨学金 ￥390,000（年間授業料の半額） 在籍期間中1回限り

年間5名
地域の制限なし 学生課 併用不可 併用不可

久留米工業大学
久留米工業大学経済支援育英奨学金 在学中 1年生～4年生 学費支援

学業を継続する意思及び能力を有しながら、経済的理由により学生生活に著しく支障をきたす者。
給付奨学金 ￥390,000（年間授業料の半額） 在籍期間中1回限り

年間14名(前期7名、後期7名）
地域の制限なし 学生課 併用不可 併用不可

産業医科大学
授業料免除制度 在学中 半期毎の選考 入学金・授業料減免

修学資金貸与制度を利用しつつも経済的理由により授業料の納入が困難であり、かつ学業優秀と認められる学生のうち、半期毎の選考により授業料の全額または
半額を免除します（返還不要）。
選考にあたっては、授業料免除申請者のうち、日本学生支援機構、自治体等公的な奨学金の貸与または給付を申請者本人が受けている者、若しくは申請中また
は申請予定の者を優先します。

給付奨学金
全額免除：半期　267,900円
半額免除：半期　133,950円

全額免除：全学年から40名程度
半額免除：全学年から30名程度

地域の制限なし 併用可 併用可

産業医科大学
開学40周年記念奨学金給付制度 在学中 入学金・授業料減免

修学資金貸与制度を利用しつつも経済的理由により施設設備費の納入が困難であり、かつ学業優秀と認められる学生のうち、半期毎の選考により施設設備費の
一定額を給付します（返還不要）。
選考にあたっては、開学40周年記念奨学金申請者のうち、日本学生支援機構、自治体等公的な奨学金の貸与または給付を申請者本人が受けている者、若しくは
申請中または申請予定の者を優先します。

給付奨学金 150,000円 半期毎 全学年から20名 地域の制限なし 併用可 併用可

産業医科大学
【医学部】医学部キャリア形成サポート奨学金給付制度 随時 学費支援

○入学金や授業料等の実質負担額の約1,100万円を奨学ローンでカバー
　（一定の条件を満たすローンを本学が指定し、ご案内します）。
○在学期間中の利息相当額を大学から奨学金として給付（在学中の実質負担なし）。
※借り入れには銀行により審査があります。

給付奨学金 在学期間中の利息相当額（固定金利分） 在学期間中 地域の制限なし 併用可 併用可

産業医科大学
【産業保健学部】特待入学者制度 入学後 入学金・授業料減免

一般選抜での上位合格者対象
1年間30万円（内訳：授業料5万円、施設設備費17万円、実験実習費8万円）
4年間120万円

給付奨学金
A方式合格者　上位10名以内
B方式合格者　上位2名以内（大学入学共通テストの得点率70％以上）

地域の制限なし 併用可 併用可

西南学院大学
西南学院大学給付奨学金（定期採用奨学金） 在学中 1～4年次 学費支援

学部学生（専攻科生および選科生を除く）で人物、学力ともに優秀で、かつ学資の援助が必要な者
給付奨学金 半期授業料相当額（37.5万円）

在学中一回限りの給付（継
続的な支援ではありません）

特になし（参考：2022年度実績
14名採用）

地域の制限なし 学生支援部学生課 併用不可 条件有りで併用可

西南学院大学
西南学院大学給付奨学金（緊急支援特別奨学金） 在学中 1～4年次 学費支援

学部学生（専攻科生および選科生を除く）で、家計が急変した者(原則として主たる家計支持者の失職、事故、病気、死亡等又は震災、風水害、火災その他の災害
により家計が急変した者等) 給付奨学金 半期授業料相当額(37.5万円)

在学中一回限りの給付（継
続的な支援ではありません）

特になし（参考：2022年度実績 1
名採用）

地域の制限なし 学生支援部学生課 併用不可 条件有りで併用可

西南学院大学
西南学院大学教職員による奨学金 在学中 1～4年次 学費支援

学部学生（専攻科生および選科生を除く）で人物、学力ともに優秀で正課外活動において顕著な成果がある者
給付奨学金 半期授業料相当額(37.5万円)

在学中一回限りの給付（継
続的な支援ではありません）

特になし（参考：2022年度実績
4名採用）

地域の制限なし 学生支援部学生課 併用不可 条件有りで併用可

西南学院大学
西南学院大学成績優秀者奨学金 その他 本奨学金は申込・受付をする奨学金制度ではありません。 特待生・成績優秀者

西南学院大学に在籍する学部学生(神学部については選科生含む)のうち、3年生・4年生を対象として、特に学業成績の優れた者
給付奨学金 22.5万円または12.5万円（2022年度実績） 当該年度限り

特になし（参考：2022年度実績 
88名）

地域の制限なし 学生支援部学生課 併用可 併用可

西南学院大学
C.K.ドージャー記念奨学金 在学中 1～4年次 用途を定めない経済的支援

学部学生、大学院学生および専攻科学生を対象とし、クリスチャンで1年以上の信仰歴があるバプテスト派教会員
給付奨学金 委員会において決定した額

在学中一回限りの給付（継
続的な支援ではありません）

特になし（参考：2022年度実績 0
名）

地域の制限なし 学生支援部学生課 併用不可 条件有りで併用可

西南学院大学
ジョイ・コープランド記念奨学金 在学中 1年次～4年次 用途を定めない経済的支援

学部学生、大学院学生および専攻科学生を対象とし、身体障害者手帳の交付を受けている者
給付奨学金 委員会において決定した額

在学中一回限りの給付（継
続的な支援ではありません）

特になし（参考：2022年度実績 1
名）

地域の制限なし 学生支援部学生課 併用不可 条件有りで併用可

西南学院大学
泉昭雄記念奨学金 在学中 1～4年次 用途を定めない経済的支援

学部学生、大学院学生および専攻科学生を対象とし、身体障害者手帳の交付を受けている者
給付奨学金 委員会において決定した額

在学中一回限りの給付（継
続的な支援ではありません）

特になし（参考：2022年度実績 1
名）

地域の制限なし 学生支援部学生課 併用不可 条件有りで併用可

西南学院大学
河合田鶴記念奨学金 在学中 1～4年次 用途を定めない経済的支援

神学部学生（大学院学生、専攻科および選科学生を含む）を対象とし、バプテスト派教会員以外で将来牧師または伝道者を志す者
給付奨学金 委員会において決定した額

在学中一回限りの給付（継
続的な支援ではありません）

特になし（参考：2022年度実績 0
名）

地域の制限なし 学生支援部学生課 併用不可 条件有りで併用可

西南学院大学
海外派遣留学生奨学金（留学奨励金） 在学中 海外派遣留学合格時 留学費用支援制度

海外派遣留学に合格して留学先大学に入学が認められた学生

給付奨学金
アジア　15万、アジア以外　25万
※留学期間が半年間の場合、支給額は半額とする

留学前に１回
海外派遣留学生数による（海外
派遣留学生全員が受給すること
ができる）

地域の制限なし 国際センター事務室 併用不可 条件有りで併用可

西南学院大学 海外派遣留学奨学金（留学支援金） 在学中 海外派遣留学合格時 留学費用支援制度
海外派遣留学に合格して留学先大学に入学が認められた学生で、経済困窮度が高い学生

給付奨学金 月額５万円 留学期間 ２０名 地域の制限なし 国際センター事務室 併用不可 条件有りで併用可

西南学院大学
認定留学奨学金 在学中 認定留学の承認後 留学費用支援制度

・本学学部学生で、認定留学の適用を受ける者。
・通算の在学成績がGPA2.2（外国語学部（文学部）は2.5）以上であること。 給付奨学金 42万円（一学期間の学費から在籍基本料を控除した額） 留学中に１回 制限なし 地域の制限なし 国際センター事務室 併用可 条件有りで併用可

西南学院大学
海外語学研修奨学金（渡航支援奨学金） 在学中 １年次後期～４年次前期 留学費用支援制度

・本学の学部学生で、通算の在学成績がGPA2.0以上である者
・本学国際センターが主催する短期語学研修に参加する者 給付奨学金 ５万円 留学前に１回 年間４０人 地域の制限なし 国際センター事務室 併用可 併用可

西南学院大学
海外語学研修奨学金（研修支援奨学金） 在学中 １年次後期～４年次前期 留学費用支援制度

・本学の学部学生
・在学中の成績が優秀で、かつ家庭の経済状況により留学困難である者
・本学国際センターが主催する短期語学研修に参加する者

給付奨学金 アジア　１０万、アジア以外　２５万 留学前に１回 年間２０人 地域の制限なし 国際センター事務室 併用可 併用可

西南学院大学 キャリアアップ海外研修　奨励金 在学中 １～４年次 留学費用支援制度
本学の学部学生で、本学国際センターが主催するキャリアアップ海外研修に参加する者

給付奨学金 ５万円 留学前に１回 制限なし 地域の制限なし 国際センター事務室 併用可 併用可

西南学院大学
西南学院大学入学試験成績優秀者奨学金 その他 対象者は、合格通知発送日に書面通知するため申請不要。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象：それぞれの学科における一般入試、大学入学共通テスト利用入試（前期）における入学試験成績上位者

免除・減免
初年度納付金（委託徴収金を除く入学年度の入学金、授業料、施設費および教育充実費相当
額）1,160,000円

入学年度1年間
59人以内 地域の制限なし 入試課 併用可 併用不可

西南女学院大学 姉妹入学金減免制度 学校出願時 入学金・授業料減免
同一年度内に、姉妹２人以上が本学又は併設の短期大学に在学することになる場合、２人目の姉妹から入学金の半額を免除する。

免除・減免 入学金の半額相当額を給付 入学時 制限なし 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

西南女学院大学

特待生制度 入学手続時 特待生・成績優秀者

一般選抜（前期）の成績上位者を特待生とし、入学年度の授業料年額の半額相当額を免除。

免除・減免 年間授業料の半額相当額を免除
毎年度末の審査で成績優秀
者は４年次まで免除期間継
続

保健福祉学部（看護学科・福祉
学科・栄養学科）学部全体で成
績上位27名程度、人文学部（英
語学科・観光文化学科）学部全
体で成績上位12名程度

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

西南女学院大学
特別奨学生制度 学校出願時 学費支援

バレーボール、バスケットボールのいずれかのスポーツ種目において優秀な成績を修め、在学期間を通して当該種目の活動を継続し、学業と両立させる強い意志
のある総合型選抜（スポーツ活動優秀者募集タイプ）の合格者に対し、３段階の奨学生区分に応じて年次学納金、授業料年額、又は授業料年額の半額相当額を給
付する。看護学科を除く。

給付奨学金 ３段階の奨学生区分に応じて年次学納金、授業料年額、又は授業料年額の半額相当額を給付
1年間。毎年度末の審査によ
り４年次まで更新可。

看護学科を除く各学科若干名 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

西南女学院大学 西南女学院奨学金 随時 学費支援
学業成績・人物ともに優秀であって、在学中に経済的事由により就学困難な事態が生じた者に対し、半期ごとに授業料に振替充当する方法で奨学金を交付する。

貸与奨学金 半期ごとに授業料に振替 正規の修業年限 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

西南女学院大学 海外留学支援制度 在学中 ２年次以上 留学費用支援制度
大学から「留学」の許可を受けたもののうち、留学を開始する年度の前年度GPA（単年度）が3.0以上の者

免除・減免 留学期間中の本学授業料の75％、実験実習料・施設充実費の100％を免除 留学期間中 制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

西南女学院大学
大学学業奨励奨学生 在学中 ２年次から４年次 特待生・成績優秀者

２年次から４年次に在籍する者（特別奨学生・特待生を除く。）のうち、前年度の学業成績基準（各学科・学年ごとにGPAを設定）を満たし、かつ人物優秀であると認
められるものに対し、授業料年額の1/4相当額を給付する。 給付奨学金 年間授業料の1/4相当額を給付。

１年間。毎年申請可である
が、１度採用された場合、次
年度からは申請不可。

各学科・各学年２名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

第一薬科大学

特待生、特別奨学生　制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

（1）薬学部（6年制）
○特待生選抜の成績優秀者から、特待生Ｓ・特待生Ａ・特別奨学生を選抜します。特別奨学生については、一般選抜および共通テスト利用選抜受験者のうち、本学
が定める基準点以上の成績上位者からも選抜します。
○薬学部全体を牽引するリーダー的資質を有する有為な学生を選抜する目的を持って設定しており、入学後はオープンキャンパス時の参加者への対応、フレッシュ
マンセミナー時の新入生指導など、大学・学部のために活動していただくことになります。

（2）薬学部（4年制）
○特待生選抜および一般選抜の成績優秀者から、特待生を選抜します。
○薬学部全体を牽引するリーダー的資質を有する有為な学生を選抜する目的を持って設定しており、入学後はオープンキャンパス時の参加者への対応、フレッシュ
マンセミナー時の新入生指導など、大学・学部のために活動していただくことになります。

（3）看護学部
○特待生選抜の成績優秀者から、特待生を選抜します。
○看護学部全体を牽引するリーダー的資質を有する有為な学生を選抜する目的をもって設定しており、入学後はオープンキャンパス時の参加者への対応、フレッ
シュマンセミナー時の新入生指導など、大学・学部のために活動していただくことになります。

給付奨学金

（１）薬学部（6年制）
特待生Ｓ：年額140万円　特待生Ａ：年額70万円　特別奨学生：年額70万円
（２）薬学部（4年制）
特待生：年額47万5千円
（３）看護学部
特待生：年額50万円

（１）薬学部（6年制）
特待生Ｓ：6年間　特待生Ａ：6
年間　特別奨学生：2年間
（２）薬学部（4年制）
特待生：4年間
（３）看護学部
特待生：4年間

（１）薬学部（6年制）
特待生Ｓ：10名　特待生Ａ：15名
特別奨学生：約30名
（２）薬学部（4年制）
特待生：若干名
（３）看護学部
特待生：５名

上記人数は、全て目安となりま
す。

地域の制限なし 入試事務室 併用可 併用可

中村学園大学
特待生制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

本学に入学する学生のうち、一般入試の結果が特に優秀だった者

免除・減免
A特待生…入学金、毎年の授業料及び維持充実費の全額
B特待生…入学金の全額、授業料及び維持充実費の2分の1額
※毎年度、成績による継続審査あり

最長4年（ただし、成績や素
行が不良の場合は停止あり）

若干名 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

中村学園大学
中村学園大学同窓会奨学金 在学中 1年生～4年生

特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

中村学園大学に在籍する学生及び学内の団体のうち、同窓会が認定した学業成績を収めた者、または同窓会が認定した各大会等で優秀な成績を収めた個人また
は団体 給付奨学金

リーダー的人材育成のための勉学奨励の目的に基づく奨学金…20万円
リーダー的人材育成のためのスポーツ・文化活動の向上の目的に基づく奨学金…5～30万円

①１年間
②１回限り

若干名 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

中村学園大学
中村学園大学後援会奨学金 随時 学費支援

人物・成績共に良好であるにもかかわらず，入学後家庭の経済的な事情が急変し，学業の継続が著しく困難となった者

貸与奨学金

全額貸与奨学金…他の公共的機関の奨学金を受けていない者への貸与で，前学期又は後学
期納付金の全額
半額貸与奨学金…他の公共的機関の奨学金を受けている者への貸与で，前学期又は後学期
納付金の半額

1人につき卒業迄に2回を限
度とする。

若干名 地域の制限なし 学生部 併用不可 併用不可

中村学園大学 中村学園卒業生子女奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
祖父母・父母で二世代以上連続して各学校を卒業した者の子女（三世代目）で、本学に在学中の学生

給付奨学金 年額240,000円 修業年限 特になし 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

中村学園大学
中村学園大学特別給付奨学金 随時

学費支援
被災者資金支援

生計を維持する者の家計が急変し、経済的理由のため修学が困難となった者
給付奨学金 当該年度の授業料の2分の1相当額

当該年度限り。希望があれ
ば次年度も出願できる。

都度決定 岐阜県 学生部 併用可 併用可

中村学園大学 スタートアップ奨学金 在学中 1年生～4年生 課外活動支援制度
優れたアイディアや計画を有し、起業を志す学生または、すでに起業している学生

給付奨学金 最大100万円 １年間 原則1人 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

西日本工業大学

特別奨学生 その他
年度内に実施する特別奨学生対象選抜試験出願時、一般選抜は選抜試
験結果後

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【対象】年度内に実施する特別奨学生対象の選抜試験を受験し合格した者
【学部】工学部・デザイン学部
【資格】入学者選抜試験の成績上位者

免除・減免 授業料（全額）820,000円×4年間
在学中（4年間）※継続審査
あり

年度内に実施する選抜試験全体
で20人以内

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用不可

西日本工業大学

奨学生（就学サポート） その他
年度内に実施する特別奨学生対象選抜試験出願時、一般選抜は選抜試
験結果後

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【対象】年度内に実施する特別奨学生対象の選抜試験を受験し合格した者
【学部】工学部・デザイン学部
【資格・条件】入学者選抜試験の成績上位者

免除・減免 授業料（半額）410,000円×4年間
在学中（4年間）※継続審査
あり

年度内に実施する選抜試験全体
で70人以内

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用不可

西日本工業大学
奨学生（地域サポート） 入学手続時 用途を定めない経済的支援

【対象】年度内に実施する総合型選抜・学校推薦型選抜試験に合格した者（専願）
【学部】工学部・デザイン学部
【資格・条件】離島振興法で指定された地域の出身者および沖縄県出身者で、対象の入学者選抜試験(専願)を受験し、合格した者。

免除・減免 半期授業料：410,000円 在学中（4年間）
年度内に実施する選抜試験全体
で20人以内

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用不可

西日本工業大学
奨学生（継続サポート） 入学後

用途を定めない経済的支援
被災者資金支援

【選考】卒研着手者を優先し、書類審査（申請事由、主たる家計支持者の所得、成績および出席状況等）
【資格】入学後家計の事情が急変し、経済的な理由により修学が困難になった者 免除・減免

半期授業料の免除（410,000円を免除）
半期教育充実費の免除（210,000円を免除）

6か月（最長で1年間） 年間10名を上限 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用不可

西日本工業大学

学業奨励生制度 在学中
学生からの申請は無い，各学科の推薦となっている。
推薦対象者は，2年～4年生となる。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【対象学年】
2年～4年

【学部】
工学部・デザイン学部

【資格】学業奨励生は、２年次以降、教育課程毎の前学期の成績優秀者とし、有効期間は半期とする。

【選考】
学業奨励生の選考における成績の基準は、次の各号のとおりとする。ただし、２年次前期及び４年次後期の選考は、通算成績にて行う。
(1) 前半期に履修した授業科目の成績が、全額免除者においてはＧＰＡ3.0 以上であること、半額免除者及び４分の１免除者についてはＧＰＡ2.5以上であること。
(2) ３年次終了時に卒業研究着手条件をすべて満たしていること。

免除・減免
半期授業料の全額免除：410,000円
半期授業料の半額免除：205,000円
半期授業料の４分の１免除：102,500円

有効期間は半期 授業料全額免除換算24名以内 地域の制限なし 学務課 併用可 併用不可

西日本工業大学
兄弟姉妹減免制度 入学後 その他

兄弟姉妹のうち、先に入学した学生の授業料半額免
除

【選考】兄弟姉妹である確認申請
【資格】生計をともにしている兄弟姉妹で本校に同時に在学する場合の先に入学した者
  条件として、最長4年間とし、休学で留年した場合はその年度から対象外となる。

免除・減免 年間授業料の半額を免除（410,000円を免除）
該当学生が卒業するまで（最
長4年間）

制限なし 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用不可

西日本工業大学
同窓生子女の免除制度 入学後 学費支援

【選考】子女である確認申請
【資格】本学同窓生の子女で、生計をともにしている者 免除・減免 年間授業料の半額を免除（410,000円を免除） 4年間 制限なし 地域の制限なし

西日本工業大学同窓会「美夜古
会」

併用可 併用可

西日本工業大学

ものづくり奨学生 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【対象】年度内に実施する、ものづくり特別選抜を受験し合格した者
【学部】工学部
【資格・条件】１～３のいずれかに該当する者
　　　　　　　１．ジュニアマイスター顕彰制度に関わる資格・検定を有している者
　　　　　　　２．ものづくりや土木に関する競技大会・コンテスト等やプログラミング、SDGs、e- 
                           sportsなどの課外活動に参加した者
　　　　　　　３．その他、ものづくりに関する活動に参加・実施された者

免除・減免
授業料（全額）820,000円×4年間
授業料（半額）410,000円×4年間
授業料（1/4） 205,000円×4年間

在学中（4年間）
年度内に実施する選抜試験全体
で20人以内

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用不可

西日本工業大学

デザイン奨学生 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【対象】年度内に実施するデザイン特別選抜試験を受験し合格した者
【学部】デザイン学部
【資格・条件】１～３のいずれかに該当する者
　　　　　　　 1. 建築・情報・デザインに関する公募展やコンクール等への応募実績、自主制作作 
                         品、プログラミング、SDGs、e-sportsなどの課外活動に参加した者
　　　　　　　 ２.本学が指定する資格・検定を有している者
　　　　　　　 3.その他、デザインに関する活動に参加・実施された者（校内コンクールなども含む）

免除・減免
授業料（全額）820,000円×4年間
授業料（半額）410,000円×4年間
授業料（1/4） 205,000円×4年間

在学中（4年間）
年度内に実施する選抜試験全体
で20人以内

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用不可

西日本工業大学
スポーツ特別奨学生 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【対象】年度内に実施するスポーツ特別選抜試験を受験し合格した者
【学部】工学部・デザイン学部
【資格・条件】本学が指定するスポーツ種目で、特に優れた技能を有する者

免除・減免
授業料（全額）820,000円×4年間
授業料（半額）410,000円×4年間
授業料（1/4） 205,000円×4年間

在学中（4年間） 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用不可

福岡大学
入試成績優秀者奨学金FUスカラシップ その他 申請不要 学費支援

一般選抜(前期日程※)、共通テスト利用型(Ⅰ期)※医学部医学科・商学部第二部(会計専門職プログラム)は、一般選抜(系統別日程)を受ける者。

免除・減免 授業料の半額(減免) 最短修業年限
対象入試制度全体で800人程度
が採用候補

地域の制限なし 入試課(入学後は学生課) 併用可 併用可

福岡大学 特待生制度 学校出願時 入学金・授業料減免
2年生以上の全学部・学科対象。前年度の学業成績並びに品行の特に優秀な学生。

給付奨学金 20万円 1回限り 約200人 地域の制限なし 教務二課・三課 併用可 併用可

福岡大学 福岡大学課外活動給費奨学金 その他 12月 特待生・成績優秀者
学部・学科問わず。課外活動において極めて特異な能力を有し、かつ優れた業績を示した者。(学友会活動・授業の一環で取得した資格は除く)

給付奨学金 ２０万円以内 1回限り 10人程 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

福岡大学
福岡大学未来サポート募金給費奨学金 その他 5月、11月 用途を定めない経済的支援

学部・学科問わず。修学の意思及び能力を有しながら経済的な理由により学生生活に支障をきたす者のうち、原則家計支持者が失職、死亡、その他の理由により
家計が急変し修学困難となった者。 給付奨学金 30万円 1回限り 10人程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

福岡大学 福岡大学有信会奨学金 その他 4月 用途を定めない経済的支援
年、休学、停学中の者を除く最終学年次生のうち、卒業見込みであり、卒業まで残り20単位未満の学生。

貸与奨学金 50万円 1回限り 50人程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

福岡大学
緊急給付型経済支援による授業料等減免 その他 5月、11月 入学金・授業料減免

学部・学科問わず。主たる家計支持者の死亡、失職、減収、疾病、災害その他やむを得ない事情により、1年以内に家計が急変する事由が発生し、学費の調達が
不能となり修学の継続が困難と認められる者。 免除・減免 前期または後期の授業料および教育充実費の減免 半年間 人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

福岡大学 大規模災害等及び感染症拡大の影響等による授業料等減免 その他 災害等発生時 入学金・授業料減免
学部・学科問わず。大規模災害また感染症の拡大の影響等により、家計が急変したと認められ、かつ、修学が困難と認められる者。

免除・減免 前期または後期の授業料および教育充実費の減免 半年間 人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

福岡歯科大学
福岡歯科大学学生共済会一般奨学金 その他

経済的理由により必要と認められる場合に貸与。第1学年次の9月募集
から応募可能。（３月及び９月）

用途を定めない経済的支援
１年後期から６年まで申請可能
成績や出欠等の採用基準あり。 貸与奨学金 月５万円もしくは月１０万円で選択可能 半年・１年 約３０名 地域の制限なし 学務課学生係 併用可 併用可

福岡歯科大学
学生共済会就学共済金 その他 会員（学費負担者）が死亡した場合に翌期より給付

学費支援
用途を定めない経済的支援

学費負担者が死亡した時、翌期から学生に対し就学共済金を給付する。ただし、学業成績、品行ともに良好でかつ健康であると認められない者に対しては、給付し
ないことがある。 免除・減免 授業料の半額 地域の制限なし 学務課学生係 併用可 併用可

福岡歯科大学
学生共済会特別奨学金 その他

会員（学費負担者）が死亡または病気等により、学生納付金の納付が著
しく困難と認められる場合に貸与

学費支援
用途を定めない経済的支援

本学に１年以上在学し、学業成績、出席状況ともに良好で、品行方正かつ健康であると認められた者
貸与奨学金

学生納付金の額以内。ただし、就学共済金及び日本学生支援機構その他の奨学金を受けてい
る者はその額を控除した最高限度とする。）

若干名 地域の制限なし 学務課学生係 併用可 併用可

福岡歯科大学

専願S特待制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

口腔歯学部一般選抜(A日程・B日程)および大学入学共通テスト利用選抜（１期・２期・３期）の成績上位者でかつ、専願特待生を希望している学生に対し、在学6年
間の学費の一部減免を行う。
【継続条件】前年度の学業成績の平均点が80点以上で進級すること。 免除・減免

6年間で1,250万円の免除
(1年次は入学金50万円+授業料200万円、2年次以降は毎年授業料200万円免除)

６年間（継続条件あり）
【継続条件】前年度の学業成
績の平均点が80点以上で進
級すること。

①選考人数20名
地域の制限なし 学務課入試係 併用可 併用可

福岡歯科大学
学業成績優秀特待生制度 在学中 ２年時以降 特待生・成績優秀者

2年～6年生のうち、前年度の成績が特に優秀で、品行方正かつ健康であること。
免除・減免 年間授業料の半額150万円

①１年間
②１回限り

①各学年２名
地域の制限なし 学務課学生係 併用可 併用可

福岡女学院大学 修学支援奨学金 入学後 学費支援
国の「修学支援に関する法律」に基づき授業料等の減免を受ける者については、「３分の１減免」に該当する者のみ対象。

給付奨学金 国の授業料等の減免を受ける者は、授業料半額に相当する額から減免された額を減じた額。 半期ごとに支給 40名程度 地域の制限なし 学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

福岡女学院大学
家計急変支援奨学金 入学後 学費支援

１）主たる家計支持者が申込時点から1年以内に、失職・退職・死亡・離別、破産、傷病、震災や風水害、火災といった災害等の事由により、著しく支出が増大、もしく
は収入が減少し、これらの経済的理由により修学困難であると認められる者とする。ただし、授業料の減免等を受ける者を除く。
２）家計急変奨学金の給付は、１度のみとする。ただし、異なる事由が起きた場合には再度出願することができる。

給付奨学金 原則、当該学期授業料の全額（半期分） 当該年度半期 年間8名程度 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

福岡女学院大学

成績優秀者特待生 その他 1年生は入試時に選考。２～４年生は前年度の成績を元に選考する。 特待生・成績優秀者

1）学校推薦型選抜入学試験合格者対象特待生
　対象学年：　新入生
　対象学部：　全学部
　資格・条件：　指定校推薦入学試験、公募推薦入学試験合格者のうち、特待生選抜試験として
　　　　　　　　前期（短期大学部の場合は「前期短大」）入学試験を受験した方の成績優秀者
　　　　　　　　※この際の検定料は無料
2）一般選抜前期、前期（共通テストプラス）特待生
　対象学年：　新入生
　対象学部：　人文学部・人間関係学部・国際キャリア学部
　資格・条件：「前期」、「前期（共通テストプラス）」の入学試験成績上位各学科3名以内
3）一般選抜前期、前期（共通テストプラス）、前期短大　特待生
　対象学年：　新入生
　対象学部：　短期大学部
　資格・条件：「前期」、「前期（共通テストプラス）」の入学試験成績上位2名以内、
　　　　　　　「前期短大」の入学試験成績上位１名以内
4）一般選抜共通テスト単独入学試験（Ⅰ期）特待生
　対象学年：　新入生
　対象学部：　全学部
　資格・条件：共通テスト単独入学試験（Ⅰ期）の成績上位各学科2名以内
5）成績優秀者特待生
　対象学年：　2～4年
　対象学部：　全学部
　資格・条件：　前年度の成績により選考

給付奨学金

1）学校推薦型選抜入学試験合格者対象特待生：授業料半額
2）（大学）一般選抜前期、前期（共通テストプラス）特待生：授業料半額
3）（短期大学部）一般選抜前期、前期（共通テストプラス）、前期短大特待生：授業料半額
4）一般選抜共通テスト単独入学試験（Ⅰ期）特待生：授業料半額
5）成績優秀者特待生：原則、年間授業料の半額

当該年度のみ

1）学校推薦型選抜入学試験合
格者対象特待生：各学部1名以
内
2）（大学）一般選抜前期、前期
（共通テストプラス）特待生：各学
科3名以内
3）（短期大学部）一般選抜前期、
前期（共通テストプラス）特待生：
2名以内、前期短大特待生：1名
以内
4）一般選抜共通テスト単独入学
試験（Ⅰ期）特待生：各学科2名
以内
5）成績優秀者特待生：原則、各
学科１～2名

地域の制限なし
1年次は入試広報課、２～4年次は
学生課

併用可 併用可

福岡女学院大学
福岡女学院後援会奨学金 入学後 学費支援

福岡女学院大学、短期大学部に在学している学生、生徒で学業態度良好にして校納金納入困難な者
貸与奨学金 授業料を除く校納金の範囲内（委託徴収金は除く）※授業料を除く校納金に充当

当該年度（最長、正規の修業
年限）

若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

福岡女学院大学
福岡女学院姉妹奨学金 入学後 学費支援

対象学年：１年生
条件：新入生の姉妹が福岡女学院大学または福岡女学院大学短期大学部の在学生であること、
　　　姉妹で同時に本学に入学する場合は、どちらかひとりが対象

給付奨学金 入学金相当額 入学時 若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

日本赤十字九州国
際看護大学 学部新入生特待生制度 学校出願時 特待生・成績優秀者 給付奨学金 入学金（30万円）免除

一般選抜成績上位者７名程度、
大学入試共通テスト利用選抜
（前期）成績上位者3名程度

地域の制限なし 併用可 併用可

日本赤十字九州国
際看護大学 日本赤十字九州国際看護大学給付奨学金 在学中 学費支援

各学年５名程度を毎年度選考。
　給付額：年額275.000円
　条件１）経済的困窮度が高く、就学困難であること、条件２）高い就学意欲を有すること

給付奨学金 地域の制限なし 併用可 併用可

純真学園大学
純真学園大学在学者奨学生 在学中 2-4年生

特待生・成績優秀者
学費支援

本学に在籍する学生で学習意欲に優れているにもかかわらず、経済的理由により就学困難な者を対象とした制度です。
当該年度に限り適用されます。 給付奨学金 授業料相当額の半額（年額） 地域の制限なし 学生センター学生係 併用不可 併用可

純真学園大学
純真学園大学入学者特待生 その他 入学試験の成績で判断

特待生・成績優秀者
学費支援

一般選抜一期及び学校推薦型選抜合格者の中でも成績優秀な者を対象とした制度です。
対象となるのは初年度（1年次）のみです。
合格通知書と共に該当者に通知するので、申し込みは不要です。

給付奨学金 授業料相当額の半額（年額） 地域の制限なし 学生センター入試広報係

純真学園大学
純真学園大学在学者特待生 在学中 2-4年生

特待生・成績優秀者
学費支援

本学に在籍する成績優秀者を対象とした制度です。
年度ごとに前年度の成績を基に選考し、2年次以降の学生に適用されます。 給付奨学金 授業料相当額の半額（年額） 地域の制限なし 学生センター学生係

福岡看護大学
福岡看護大学特待生制度 その他 申込不要

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

学業成績が特に優秀で品行方正かつ健康な学生を各学年で選考し、年間授業料を特待生種別により減免します。返還義務はありません。入学時は学校推薦型選
抜、一般選抜前期日程の試験成績により選考します。※2年次以降は、前年次終了時の学業成績が所定の基準を満たせば、最長4年間継続できます。 免除・減免

①特待生Ｓ：授業料全額免除(年間授業料110万円全額を免除します)
②特待生Ａ：授業料50%免除(年間授業料110万円の内、50%(55万円)を免除します)
③特待生Ｂ：授業料30％免除(年間授業料110万円の内、30％(33万円)を免除します)

１年間
①特待生Ｓ：１名
②特待生Ａ：５名
③特待生Ｂ：５名

地域の制限なし 看護大事務課 併用可 併用可

福岡看護大学
福岡看護大学看護職育成奨学金制度 在学中 1年生～4年生 学費支援

就学態度および成績が優れ、かつ健康であること。
看護師資格を取得後、福岡医科歯科総合病院への就業の意思を有すること
各学年２名以内とする
※令和５年度入学生より３名以内から２名以内へと変更になります

貸与奨学金
月額5万円(無利息)を貸与する。尚、奨学生が卒業した日から1年以内に看護師免許を取得し、
直ちに福岡歯科大学医科歯科総合病院に採用され、4年間、業務に従事した場合は返還を免
除される。

申請月～４年次卒業月まで
(標準年限を超えて在学する
期間は除く)

各学年２名以内とする
※令和５年度入学生より３名以
内から２名以内へと変更になりま
す

地域の制限なし 看護大事務課 併用可 併用可

福岡国際医療福祉
大学

福岡国際医療福祉大学　特待奨学生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象学年：全学年

対象学部：全学部

＜医療学部　対象者数＞
理学療法学科(特待奨学生S：1名・特待奨学生A：3名)
作業療法学科(特待奨学生S：1名・特待奨学生A：3名)
視能訓練学科(特待奨学生S：1名・特待奨学生A：3名)

＜看護学部　対象者数＞
看護学科(特待奨学生S：2名・特待奨学生A：6名)

資格・条件・対象者数：一般選抜前期および大学入学共通テスト利用選抜の成績上位合格者を対象に、特待奨学生Sと特待奨学生Aを選抜。

※資格継続の条件あり。
　以下の項目のいずれかに該当した場合には、原則としてその後の奨学金給付は行わない。
　1.留年した場合
　2.転学科した場合
　3.本学学則で定める懲戒処分を受けた場合
　4.前年度の成績が不良の場合（特待奨学生Ｓは、当該年度の学科内における成績順位が下位50％に入った場合。特待奨学生Ａは、当該年度の学科内における
成績順位が下位40％に入った場合。）
　5.その他、奨学金の給付を継続することが適当でないと学長が判断した場合
　＊休学による留年の場合は、停止の対象から除外する。

給付奨学金
特待生奨学生Ｓ：授業料100％相当額
特待生奨学生Ａ：授業料50％相当額
（ただし、奨学金は各年度の授業料に振り替える）

在学期間中(入学後の修学
状況により、次年度以降給付
対象とならない場合があ
る。）

＜医療学部　対象者数＞
理学療法学科(特待奨学生S：1
名・特待奨学生A：3名)
作業療法学科(特待奨学生S：1
名・特待奨学生A：3名)
視能訓練学科(特待奨学生S：1
名・特待奨学生A：3名)

＜看護学部　対象者数＞
看護学科(特待奨学生S：2名・特
待奨学生A：6名)

地域の制限なし 入試・広報課 併用可 条件有りで併用可

福岡国際医療福祉
大学

福岡国際医療福祉大学　年間成績優秀賞 在学中 ２年次以降（申請の必要はない）
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象学年：2年次以降

対象学部：医療学部（各学科各学年1名）・看護学部（各学年1名）

資格・条件：GPA制度をもとに前年度の成績優秀者から選考。（ただし、給付金は当該年度の授業料に振り替える）

給付奨学金
医療学部：年間30万円
看護学部：年間45万円

２年次以降
医療学部（各学科各学年1名）
看護学部（各学年1名）

地域の制限なし 入試・広報課 併用可 条件有りで併用可

福岡国際医療福祉
大学 福岡国際医療福祉大学　学生修学支援事業 随時

学費支援
用途を定めない経済的支援

＜対象学年＞1～４年
＜対象学部＞全学部
＜資格・条件＞学生納付金負担者の不慮の事故等に伴う家計急変者を対象とした制度

貸与奨学金
免除・減免

年間学生納付金以内の額 地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

活水女子大学 新入生特別奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者
一般選抜A方式合格者で、当該学力試験の結果が極めて優秀であった者。全学科対象。

給付奨学金 30万円 地域の制限なし 入試課 併用可

活水女子大学 特待生制度 学校出願時 入学金・授業料減免
一般選抜A方式および一般選抜（共通テスト利用）A日程において、当該試験の結果が極めて優秀であった合格者。全学科対象。

免除・減免
初年次の授業料、施設設備費の全額または半額を免除。2年次以降は前年度の成績により選
考。

地域の制限なし 入試課 併用可

活水女子大学 活水女子大学奨学金 入学後 学費支援
入学後の成績が極めて優秀な学生で、経済的な理由で修学が困難な学生に、奨学金を給付します。

給付奨学金 35万円 1年間 地域の制限なし 学生生活支援課 併用可

活水女子大学
活水学院学生生徒奨学金 随時 学費支援

家庭の経済事情急変のため、学業継続が困難になったと認められる学生に、学費の一部として奨学金をお貸しします（返還の必要があります）。全学年対象。
給付奨学金
貸与奨学金

日本学生支援機構第一種と同月額（1/2給付、1/2貸与） 奨学生決定時～卒業年次 地域の制限なし 学生生活支援課 併用可

活水女子大学 活水女子大学父母会奨学金 入学後 学費支援
人物、学業成績ともに優れた者および経済的理由により修学が困難な学生に、奨学金を給付します。全学年対象。

給付奨学金 30万円 1年間 地域の制限なし 学生生活支援課 併用可

活水女子大学 活水女子大学グリーンスカラシップ 入学後 学費支援
経済的理由により修学が困難な学生に、奨学金を給付します。

給付奨学金 30万円 1年間 地域の制限なし 学生生活支援課 併用可

活水女子大学
活水女子大学みどり奨学金 在学中 4年次

学費支援
資格取得支援制度

本学が指定する大学の通信教育を修学し、小学校教員を目指す学生を支援するために、奨学金を給付します。
給付奨学金 30万円以内 1年間 地域の制限なし 学生生活支援課 併用可

活水女子大学
活水女子大学姉妹在学（一般）優遇制度 入学後 入学金・授業料減免

活水女子大学に姉妹が在籍する場合、最初に入学した者に係る授業料の25％を免除する。
免除・減免

姉妹割引適用者が大学に在
籍する期間。

地域の制限なし 学生生活支援課 併用可

2 / 7 



大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

活水女子大学
活水女子大学姉妹在学（特別）優遇制度 入学後 入学金・授業料減免

活水高等学校から大学に入学した者で、かつその姉妹が活水学院の併設する学校に在籍している場合、最初に大学に入学した者に係る授業料の25％を免除す
る。 免除・減免

姉妹在学割引適用者が大学
に在籍する期間。

地域の制限なし 学生生活支援課 併用可

活水女子大学 活水女子大学国際文化学部国際文化学科英語資格給付奨学生制度 学校出願時 特待生・成績優秀者
国際文化学部国際文化学科の学校推薦型選抜試験において合格した者の中で、実用英語技能検定（英検）2級以上を保有している者。

給付奨学金 20万円 5名 地域の制限なし 学生生活支援課 併用可 条件有りで併用可

活水女子大学
活水女子大学進学支援奨学金 入学後 その他 進学支援

長崎県外・離島（五島・壱岐・対馬）の高校に在籍し、活水女子大学入学を機に転居する者。
給付奨学金

学校推薦型・総合型で入学⇒10万円
一般選抜で入学⇒5万円

地域の制限なし 学生生活支援課 併用可 併用可

長崎純心大学
江角記念奨学金 在学中 全学年 学費支援

全学年入学後、家庭の経済状態の急変により学業継続が困難となった場合に、学資金の一助として給付。国の修学支援新制度への申請を同時に行う必要有。
給付奨学金

国の修学支援新制度決定通知により、差額相当分を学内規程により支給。当該制度不採用の
場合は、年間の授業料等の半額を上限として給付。

1回限り
前期、後期各若干名

地域の制限なし 学事課 併用可 併用可

長崎純心大学
教育ローン利子補給奨学金 在学中 全学年 学費支援

全学年、経済的理由により学費の納入が困難な学生に対して、借入金の利子補給による援助をし、入学後の学業の継続を支援。

給付奨学金 年間最高５万円
年1回
ただし、再申請の場合審査
の上、4年間4回まで給付

人数制限なし 地域の制限なし 学事課 併用可 併用可

長崎純心大学
地方創生特待生授業等減免制度 その他 ４月～５月

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

3年生、4年生（2021年度入学生まで適用）の学部学生で、地方創生特待生入試で合格し入学した者のうち、本学が定めた成績等の条件を満たした者
免除・減免

前年度の成績基準によって授業料、教育充実費を全額または半額免除する。
半額免除後の授業料については、国の修学支援新制度決定通知を受けている場合、減免対象
となる。

１年間（前期・後期）
10名程度

地域の制限なし 学事課 併用可 併用可

長崎純心大学
兄弟姉妹在学による授業料減免制度 在学中 兄弟姉妹在学中、２人目以降の学年 入学金・授業料減免

本学に兄弟姉妹が2名以上在学する場合、2人目以降の学生に対し減免する。

免除・減免
前期10万円（上限）後期10万円（上限）
国の修学支援新制度の決定通知を受けている場合、国の制度が優先され、差額分の授業料相
当分が対象となる。

１年間（前期・後期） 年間10名程度
地域の制限なし 学事課

長崎純心大学
早坂特待生授業料等減免制度 在学中 3年次、４年次

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

3年生、4年生（2021年度入学生まで適用）の学部学生対象

※再入学、転入学及び編入学生を除く 免除・減免
前年度の成績基準に基づき、授業料と教育充実費の全額または半額を免除する。
国の修学支援新制度の決定通知を受けている場合、国の制度が優先され、差額分の授業料及
び教育充実費の全額または半額が減免対象となる。

1年間
若干名

地域の制限なし 学事課 併用可 併用可

長崎純心大学

早坂成績優秀者奨学金 在学中 2年生～4年生
特待生・成績優秀者
学費支援

①２年～４年の各学年ごとに必要な単位数を修得している者
②各学科・各学年の前年度単年の成績上位者
前年次単年の成績が優秀で、学びの姿勢に優れ大学全体を活性化する人材だと期待される学生を表彰し、奨学金を給付する。
※2022年度入学生より適用  給付奨学金

前年次単年の成績が優秀で、学びの姿勢に優れ大学全体を活性化する人材だと期待される学
生を表彰し、奨学金を給付する。
早坂賞　副賞30万円
理事長賞　副賞15万円
学長賞　副賞10万円 

1年間 90名程度 地域の制限なし 学事課 併用可 併用可

長崎純心大学

早坂入学時給付奨学金 その他 前期出願締切：6月中旬 学費支援

（一般B、共通テストB、AO４期は対象外）
［長崎県外在住者対象］
①入試において優秀な成績で合格し、第１次手続きが完了した者
②入学のため、長崎県外から移住する者

［長崎県内在住者対象］
①入試において優秀な成績で合格し、第１次手続きが完了した者
②家計の所得金額が450万円以下
③①と②の条件を踏まえ申請した者

給付奨学金

［長崎県外在住者］
年額40万円（前期・後期各20万円）

［長崎県内在住者対象］
年額24万円（前期・後期各12万円）

１年間 年間40名程度（県外20名、県内
20名）

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

長崎総合科学大学

特待生A１、特待生A２ 学校出願時 特待生・成績優秀者

学部入学希望者が対象。

人物に優れており入学試験成績上位の者から選考する。（一般選抜Ⅰ期・Ⅱ期、大学入学共通テスト利用選抜）

※総合選抜Ⅰ期からⅢ期合格者および推薦選抜合格者で特待生A１・A２を希望する者は、一般選抜Ⅰ期試験　を特待生採用試験と受験しなければならない。

免除・減免
・特待生A１は学費のうち授業料全額免除
・特待生A２は学費のうち授業料半額免除

４年間。ただし年２回の学業
成績審査により修得単位数
およびＧＰＡが規定の基準に
満たない場合は特待生資格
を取り消す。

・特待生A１・・・１０名以内
・特待生A２・・・２０名以内 地域の制限なし

入学前は入試広報課。入学後は
学生課

併用可 併用可

長崎総合科学大学

特待生B１、特待生B２ 学校出願時 特待生・成績優秀者

学部入学希望者が対象（総合選抜受験者のみ選考対象）

総合選抜合格者で、高度な特技・資格を有しそれを本学で発揮しようとするなど、特色ある者から選考する。 免除・減免
・特待生B１は学費のうち授業料全額免除
・特待生B２は学費のうち授業料半額免除

４年間。ただし年２回の学業
成績審査により修得単位数
およびＧＰＡが規定した基準
に満たない場合は特待生資
格を取り消す。

・特待生B１・・・若干名
・特待生B２・・・１６名以内

地域の制限なし
入学前は入試広報課。入学後は
学生課

併用可 併用可

長崎総合科学大学

スポーツ特待生 学校出願時 特待生・成績優秀者

学部入学希望者が対象（総合選抜受験者のみ選考対象）

スポーツ（競技種目はサッカー）において優秀な成績を収め、それを本学で発揮しようとする者から選考する。

免除・減免 学費のうち授業料半額免除

４年間。ただし年２回の学業
成績審査により修得単位数
が規定の基準に満たない場
合は特待生資格を取り消
す。サッカー部を退部した場
合は特待生資格を取り消
す。

６名以内 地域の制限なし
入学前は入試広報課。入学後は
学生課

併用可 併用可

長崎総合科学大学

学費減免制度 入学手続時 入学金・授業料減免

①本学学部および大学院在学生の兄弟・姉妹が入学した場合
②親子または夫婦が同時に在学した場合
③本学卒業生の子女が入学した場合
④本学附属高等学校から入学した場合
⑤指定校推薦制度により入学した場合
ただし、①②③に限り、出願時に学費支弁者の所得が大学が規定した基準を満たしているか否かを審査する。
なお、該当する項目が２つ以上ある場合、重複した授業料減免は行わない。また、特待生採用者は本減免制度による授業料減免は行わない。

免除・減免

①先に入学した者の前期授業料のうち２０万円を減免する。
②1人分の前期授業料のうち２０万円を減免する。
③前期授業料のうち２０万円を減免する。
④入学金の減免および前期授業料のうち２０万円を減免する。
⑤前期授業料のうち２０万円を減免する。

①先に入学した者の卒業年
度まで（留年した場合は適用
除外）
②③④⑤１回限り（入学年度
に限る）

人数制限なし 地域の制限なし
入学前は入試広報課。入学後は
学生課

併用可 併用可

長崎総合科学大学

優待生 在学中 ３年生、４年生 入学金・授業料減免

３年生または４年生のうち、学力及び人格が特に優秀な学生で所属コース長からの推薦が得られる者が対象。
修得単位数およびＧＰＡの条件あり。

免除・減免
学費のうち授業料全額免除

１年間または２年間。ただし
採用後、学業成績審査により
修得単位数およびＧＰＡが規
定した基準に満たない場合
は優待生資格を取り消す。

工学部５名以内、総合情報学部
３名以内 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

長崎総合科学大学

修学支援給付奨学金 学校出願時 学費支援

・一般選抜Ⅰ期および共通テスト利用選抜Ⅰ期を受験する者が申請対象
・学業成績及び人物が優秀で、入学試験の成績が良好かつ経済的理由により修学が困難な者
　（卒業又は卒業予定の高校の評定平均値が３．５以上）
　（入学前年度の父母又は主たる家計支持者の所得が大学が規定する金額未満） 給付奨学金

学費のうち授業料の半額相当額を奨学金として給付する。ただし、国の高等教育修学支援制度
対象者は国による授業料減免があるため奨学金額を減額することがある。

4年間。ただし毎年度実施す
る審査により基準に満たない
場合は奨学金給付を打ち切
る。（修得単位数および学費
支弁者の所得に関する審
査）

年間１０名以内
地域の制限なし

入学前は入試広報課。入学後は
学生課

併用可 併用可

長崎国際大学

特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

指定する入学試験において、優秀な成績で合格した場合、特待生として入学金・授業料等を減免する。

免除・減免

特待生S（授業料100％免除）
特待生A（授業料75％免除）
特待生B（授業料50％免除）
特待生C（授業料25％免除）
特待生D（入学金100％免除）

特待生S～C：修業年限内
（区分の見直しあり）
特待生D：入学時

地域の制限なし
出願時：入試・募集センター　在学
中：学生課

併用可 併用可

長崎国際大学
兄弟・姉妹在籍者奨学金 在学中 毎年４月 学費支援

兄弟姉妹で本学に同時に在籍する期間に限り、各々の授業料の10%を給付する制度。
ただし、既に特待生に選出されている場合や兄弟姉妹のいずれかが留年している場合は除く。 免除・減免 授業料の10％を支給

１年間（前期分・後期分に分
けて支給）

人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用不可

長崎国際大学

長崎国際大学同窓会特別奨励金 その他 各学科より推薦
特待生・成績優秀者
学費支援

学業奨励金として、在籍する学生を対象に各学科からの推薦を受けた者に、年間100,000円を給付する。(留学生を含む）
①経済的理由で就学が困難であると認められる者
②（日本人学生のみ）日本学生支援機構の奨学金制度の申請をしている者
③（日本人学生のみ）本学の各種特待生及び減免生ではない者
④他の給付型奨学金奨学金を受給していない者
⑤前期分の学納金を期日内に納付している者
⑥在籍学年前期までの履修登録科目での成績でGPAが2.0以上の者
⑦（外国人学生のみ）在学学年前期までの学校行事に積極的に参加した者
金額は年額一人10万円とする。

給付奨学金 10万円

１年間
給付は採用された年度に限
る。ただし、継続して支給す
ることを妨げない。

20名 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用不可

長崎外国語大学
特別奨学金（ＳＳ-1奨学金） 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

各年度12月31日までに発表された総合型選抜（ＡＯ入試）合格者、学校推薦型選抜（推薦入試）合格者を対象に実施する奨学金認定試験において、95点以上を獲
得した者に25万円の奨学金と、2年次以降に本奨学金を受給できる権利が与えられる。2年次以降は成績基準を満たす必要がある。 給付奨学金 年額25万円 1～4年次 制限なし 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

長崎外国語大学
特別奨学金（ＳＳ-２奨学金） 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

各年度12月31日までに発表された総合型選抜（ＡＯ入試）合格者、学校推薦型選抜（推薦入試）合格者を対象に実施する奨学金認定試験において、85点以上を獲
得し、経済上の受給資格を認められた者に25万円の奨学金と、2年次以降に本奨学金を受給できる権利が与えられる。2年次以降は成績基準を満たす必要があ
る。

給付奨学金 年額25万円 1～4年次 制限なし 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

長崎外国語大学 特別支援奨学金 在学中 2～4年次 特待生・成績優秀者
本学の2年生、3年生及び4年生の各年次に所属する学生で、本学が定めた経済的受給基準を満たすものの内、学業成績優秀な各学年5名に年間25万円を授与す
る。

給付奨学金 25万円 2～4年次 各学年5名以内 地域の制限なし 学生サポート課 併用可 併用可

長崎外国語大学 派遣留学奨学金 その他 留学選考時 留学費用支援制度
2年次～4年次の海外留学を希望する者で学業・人物ともに優秀な者

給付奨学金 留学先大学等の授業料相当額 若干名 地域の制限なし 国際交流センター事務室 併用可 併用可

長崎外国語大学 ファミリー奨学金 入学後 入学金・授業料減免
本学又は長崎外国語短期大学を卒業した者、あるいは本学に在学している者が二親等以内の親族にいるものに対し、入学金相当額を授与する。

給付奨学金 入学金相当額 制限なし 地域の制限なし 学生サポート課 併用可 併用可

長崎外国語大学 旅程管理研修奨学金 その他 旅程管理研修終了後 資格取得支援制度
学校法人長崎学院が旅行業法第12条の11第1項の規定による登録を受けて実施する旅程管理研修を受講し、単位認定された本学学生に対し受講料の一部を授
与する。

給付奨学金 基礎研修5,000円、国内旅程管理研修5,000円、総合旅程管理研修10,000円 人数制限なし 地域の制限なし 学生サポート課 併用可 併用可

長崎外国語大学 勤労奨学金 その他 各学期募集期間 用途を定めない経済的支援
スチューデントリーダーズプログラムに参加する学生の中で、条件を満たす学生に月額1万円を授与する。

給付奨学金 月額1万円 学期期間中 最大20名 地域の制限なし 学生サポート課 併用可 併用可

長崎外国語大学 緊急支援特別奨学金 随時 用途を定めない経済的支援
本学に在籍する学生の内、家計の急変により学費支弁が困難な者（1回限り）

給付奨学金 20万円 在学中1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生サポート課 併用可 併用可

長崎外国語大学
スカラシップ入試奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援

スカラシップ入試に出願し合格した10名を対象とする。
上位5名には、1年次授業料、施設設備費の全額を給付し、次点5名は1年次授業料、施設設備費の半額を給付する。
返還の必要はない。

給付奨学金
上位5名：1年次授業料・施設設備費の全額（約100万円）
次点5名：1年次授業料・施設設備費の半額（約50万円）

1年次のみ 10名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

長崎外国語大学

社会人特別入試奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

社会人特別入試の合格者に奨学金として授業料の全額、または半額を免除する。

全額免除対象学生：60歳以上または大学が行う様々な事業の必要に応じて、自身の経験を生かしたアドバイスをするなど貢献ができる社会人特別入試の合格者。

半額免除対象学生：上記以外の社会人特別入試の合格者。
免除・減免 授業料の全額または半額を免除。 4年間 若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

長崎外国語大学 地域創生支援リーダー育成入試奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者
QSP加盟3大学が共同で行う地域創生支援リーダー育成入試に合格し、入学した者に国公立大学との授業料の差額を授与する。

免除・減免 国公立大学との授業料の差額 4年間 若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

3 / 7 



大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

鎮西学院大学

地域奨学生制度 入学手続時 入学金・授業料減免

下記地区所在高校卒業見込者(2021年3月)
・長崎県
・離島地区(離島4法で定める地域)
・沖縄県
・島根県出雲市

免除・減免 入学金半額免除(90,000円) 入学時 該当者全員適用 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

鎮西学院大学
ミッション系奨学制度 入学手続時 入学金・授業料減免

キリスト教学校教育同盟(プロテスタント系)加盟高校卒業見込者(2023年3月)
免除・減免 入学金半額免除(90,000円) 入学時のみ 該当者全員適用 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

鎮西学院大学

熊本県奨学生制度 入学手続時
入学金・授業料減免
被災者資金支援

熊本地震による災害救助法適用地域に本人または父母のいずれか(または家計支持者)が住居しており、下記のいずれかに該当される方

①災害により父母いずれか(または家計支持者)が亡くなった場合
②災害により父母のいずれか(または家計支持者)の住居する家屋が全壊または半壊等により引き続き同家屋に居住することが困難と認められる場合
③その他、災害により学費支弁が著しく困難と認められる場合

免除・減免

入学検定料：「罹災証明書」を添付し出願することにより全額免除
入学金　　：入学検定料が免除になった者に対し全額免除、半額免除のいずれかとする
授業料　　：入学検定料が免除になった者に対し全額免除、半額免除のいずれかとする
　　　　　　※教育充実費、委託徴収金については対象外
　　　　　　※2年次以降、半額免除。ただしGPA2.5以上の成績を収めることが条件

授業料4年間 該当者全員適用 熊本県 入試広報課 併用可 併用可

鎮西学院大学
ブロンズスチューデント 入学手続時 入学金・授業料減免

50歳以上で出願資格のある者、または在学中に50歳を迎える者
免除・減免 入学金80％(144,000円)免除、授業料50％免除

授業料減免　最低修業年数
(4年間）

該当者全員適用 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

鎮西学院大学
シニアスチューデント 学校出願時 入学金・授業料減免

60歳以上で出願資格のある者
免除・減免 入学金100％免除、授業料50％免除

授業料減免　最低修業年数
(4年間）

該当者全員適用 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

鎮西学院大学

大学入学共通テスト利用選抜特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

原則として、2023年3月卒業見込みの者で、令和5年大学入学共通テストにおいて、大学が指定する強化・科目を受験した者。また、本学の見学の理念と教育目標
に基づき、学内外での活躍が期待できる者。

免除・減免

Ｓ特待　入学金100％免除。授業料1年次100％免除、2年次以降50％免除。
Ａ特待　授業料５０％減免
Ｂ特待　授業料２０％減免
Ｃ特待　授業料１０％減免
学年毎に、成績評価等によって特待資格の継続を判断する再認制度があります。

授業料減免　最低修業年数
(4年間）

各若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

鎮西学院大学
一般特待生制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

受験時：全体の評定平均3.5以上で、本学が定める特待生出願該当資格の中から1項目以上該当する者。
在学中：年度末累積GPA3.5以上の場合、申請により新規及び昇格。
学年毎に、成績評価によって特待資格の継続を判断する再認制度があります。

免除・減免 授業料減免　A特待　50％　B特待　20％　C特待　10％
授業料減免　最低修業年数
(4年間）

各若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

鎮西学院大学
スポーツ特待生制度 学校出願時

入学金・授業料減免
課外活動支援制度

スポーツ系部活動で、優秀な成績を修めた者。
学年毎に、成績評価によって特待資格の継続を判断する再認制度がある。 免除・減免

SA特待　入学金全額免除、1年次授業料免除。2年次よりA特待に準じる
A特待　授業料減免　50％
Ｂ特待　授業料減免　20％

授業料減免　最低修業年数
(4年間）

各若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

鎮西学院大学
ビックバンド特待生制度 学校出願時

入学金・授業料減免
課外活動支援制度

吹奏楽部活動で優秀な成績を修めた者。吹奏楽の演奏歴を有する者。
学年毎に、成績評価によって特待資格の継続を判断する再認制度があります。
入学後は、ビッグバンドプロジェクトへの参加が義務づけられます。
在学中にプロジェクト活動への継続参加ができなくなった場合は、特待資格を喪失することがあります。

免除・減免
SA特待　入学金100％免除。授業料1年次免除、2年次以降はA特待に準じる
授業料減免　A特待　50％

授業料減免　最低修業年数
(4年間）

各若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

鎮西学院大学
資格特待生制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

本学が指定する資格・検定を取得している者、または２０２２年３月３１日までに取得の見込の者。
学年毎に、成績評価によって特待資格の継続を判断する再認制度があります。 免除・減免

Ｓ特待入学金全額減免　授業料1年時100％減免　２年以降50％減免
授業料減免　Ａ特待　50％　Ｂ特待　20％　Ｃ特待　10％

各若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

鎮西学院大学
ファミリー奨学生制度 入学手続時 入学金・授業料減免

同時期に2親等にある家族が在籍している場合。
免除・減免 先に在籍している学生の授業料(年間100,000円)減免

先に入学した学生の最短在
籍期間中のみ対象

該当者全員適用 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

鎮西学院大学

グローバル人材育成プログラム生 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

外国語学科でグローバル人材育成プログラムの講義を受講する者
実用英語技能検定準１級・ＧＴＥＣ（４技能）1140点以上・ＴＯＩＣＥ　Ｌ＆Ｅ　730点以上
大学入学共通テスト「英語」170以上
４年間授業料100％減免
学年毎に、成績評価によって特待資格の継続を判断する再認制度があります。

免除・減免 入学金・4年間授業料100％減免
授業料減免　最低修業年数
(4年間）

若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

鎮西学院大学
牧師推薦奨学生 入学手続時 入学金・授業料減免

「日本基督教団」に所属する牧師推薦者。2023年3月高校卒業見込者または卒業生。
免除・減免 入学金半額免除(90,000円) 入学時のみ 該当者全員適用 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

鎮西学院大学
遠距離通学補助金制度 入学後 その他 通学定期券代の補助制度

3カ月通学定期券を購入し、その額が9万円を越える者。

給付奨学金 3カ月通学定期券の額が9万円を越える場合、3万円を上限とし、超えた分を補助する。

入学後に通学定期券を購入
してから申請して支給。（そ
の後は購入の都度申請して
支給となる。）

該当者全員適用 地域の制限なし 入試広報課 併用可 条件有りで併用可

熊本学園大学

給費生制度 随時 学費支援

対象学年：制限なし
学部：制限なし
資格：制限なし
条件：災害遭遇又は家庭の経済状況急変により修学困難な者。または、経済困窮のなかで生活努力をしているにもかかわらず家計状況が徐々に悪化し、学費の
納入が困難な状況にある者

給付奨学金 授業料相当額 最長１か年 若干名 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

熊本学園大学

同窓会志文会奨学金 随時
学費支援
留学費用支援制度
用途を定めない経済的支援

対象学年：制限なし
学部：制限なし
資格：制限なし
条件：
①災害遭遇または家庭の経済状況急変により修学困難な者。
②人物・学力ともに優秀な者又は課外活動で顕著な成績をあげた者で、家計が特に苦しいと認められる者。
③本学から外国へ１年程度以上私費留学する者

給付奨学金
①授業料（半期）相当額
②授業料（半期）相当額
③年額30万円

①1年間
②1年間
③1年間

15名程度 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

熊本学園大学

第二部学生有職者奨学金 在学中
全学年

用途を定めない経済的支援

対象学年：制限なし
学部：第二部社会福祉学科
資格：社会福祉学部（第二部）学生有職者
条件：成績が優秀で経済的に修学困難な者。
　※有職者とは、定職についている者。または、パート労働またはアルバイトをしている者（ただし、週30　　時間以上、応募時点で２ヵ月以上継続して勤務している
者）。

給付奨学金 年額24万円
1年間

若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

熊本学園大学

肥後銀行国際交流奨学金 在学中
全学年

留学費用支援制度

対象学年：制限なし
学部：制限なし
資格：１年以上長期留学する日本人学生
条件：他の奨学金の給付を受けている者、または採用予定（推薦中の者も含む。）の者は応募できない。 給付奨学金 月額３万円

1年間
若干名 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

熊本学園大学

田島司郎国際奨学基金 在学中
全学年

留学費用支援制度

対象学年：制限なし
学部：制限なし
資格：長期（半年または1年）留学する本学学生
条件：他の奨学金の給付を受けている者、または採用予定（推薦中の者も含む。）の者は応募できない。

給付奨学金 年額240,000円または120,000円
1年間

若干名 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

熊本学園大学

兄弟姉妹減免制度 在学中
本学に同時に在学している兄弟姉妹のうち、下学年次

入学金・授業料減免

対象学年：制限なし
学部：制限なし
資格：本学に同時に在学している兄弟姉妹のうち、下学年次者
条件：
(１) 兄弟姉妹のうちいずれかが、日本学生支援機構奨学金貸与中、または申請済採用予定者
(２) 家計支持者の収入金額が、給与所得者である場合は、源泉徴収票の支払金額が700万円以下の者、給与所得者以外である場合は、確定申告書の所得金額
が350万円以下の者

免除・減免 所属する学部の授業料の半額
1年間(同時在学期間中申請
は何度でも可） 40名 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

熊本学園大学

入試前予約型奨学金制度 その他

①学校推薦型選抜（スポーツ11月）対象：10月初旬
②一般選抜（前期日程）及び共通テストプラス型選抜　対象：11月下旬
（第1回）、1月上旬（第2回）

入学金・授業料減免

①条件：以下の（１）～（３）すべてに該当すること

（１）熊本学園大学への入学を強く志望し令和５年度学校推薦型選抜（スポーツ１１月）を以下の指定した競技種目で受験する者。（専願）

対象競技：硬式野球（男）、サッカー（男）、バレーボール（男女）、ソフトボール（男女）、柔道（男女）、硬式庭球（男女）、ソフトテニス（男女）、バドミントン（男女）、卓
球（男女）

（２-１）高等学校または中等教育学校を令和５年３月卒業見込みの者。
（２-２）高等学校または中等教育学校３年１学期までの全体の学習成績の状況が３.０以上であること。

（３）指定された競技種目の地区大会（九州大会規模）において、個人および団体で試合に出場した正選手。※新型コロナウィルス感染拡大の影響により大会等が
中止となり実績の証明が難しい場合は、一度入試課までご相談下さい。

②条件：以下の（１）～（３）すべてに該当すること

（１）熊本学園大学への入学を強く志望し、令和５年度一般選抜（前期日程）および共通テストプラス型選抜を受験する者。

（２-１）高等学校または中等教育学校を卒業した者、および令和５年３月卒業見込みの者。
（２-２）令和５年３月卒業見込みの者については、高等学校または中等教育学校３年１学期までの全体の学習成績の状況が３.５以上、卒業した者については、高等
学校または中等教育学校卒業までの全体の評定平均値または学習成績の状況が３.５以上であること。

（３）令和３年（令和３年１月～１２月）の父母または父母に代わり家計を支える者の年間収入を合算した金額が以下の通りであり、当該事実を証明する公的書類を
提出できる者。
・給与、年間収入金額（課税前）の場合：７００万円以下
・その他、事業所得金額の場合：３５０万円以下

免除・減免
①入学する学部の年間授業料の半額
②入学する学部の年間授業料の全額

①入学年次及び２年次の２
年間（ただし、2年次継続に
は審査あり）
②入学年度の１年間

①10名
②50名

地域の制限なし 入試課 併用不可 条件有りで併用可

熊本学園大学

新入生特待生制度 その他
申請制ではない。

特待生・成績優秀者

対象学年：新入生

A特待生：一般選抜（前期日程）の成績上位者40名（第一部）
学部：制限なし

B特待生：共通テスト利用型選抜（A日程）の成績上位者10名（第一部）
学部：制限なし

C特待生：総合型選抜および学校推薦型選抜に合格し、本学が指定する一般選抜（前期日程）を受験したものの中で、成績上位者10名（得点率70％以上に限る）
学部：商学部3名、経済学部3名、外国語学部1名、社会福祉学部（第一部）3名

免除・減免 所属する学部の授業料を半額

A特待生：4年間（2年終了時
に修得単位や成績評価によ
る中間審査あり）
B特待生：4年間（2年終了時
に修得単位や成績評価によ
る中間審査あり）
C特待生：入学年次のみ

A特待生：40名
B特待生：10名
C特待生：10名

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

熊本学園大学

在学生特待生制度 その他
申請制ではない。

特待生・成績優秀者

対象学年：2年生～4年生
学部：制限なし
資格：制限なし
条件：学年始めの進級時に、前年度の学業成果について、次の基準をすべて満たす者の中から総合的に判断して選考する。
(１)　修得単位数については、１年間の履修制限単位の80％以上を修得した者
(２)　成績評価については、ＧＰＡ数値の上位者
   ※４年次は、３年次までの学業成果について、修得単位数を勘案し、ＧＰＡ数値の上位者から総合的に判断して選考する。ただし、修得単位数については110単位
以上を原則とする。

免除・減免
①所属する学部の授業料の全額
②所属する学部の授業料の半額

当該年度の１年間

①15名（各学部・各学年から1
名）
②24名（商学部・経済学部・社会
福祉学部（第一部）の各学年から
2名、外国語学部・社会福祉学部
（第二部）の各学年から1名）

地域の制限なし 教務課 併用可 併用可

崇城大学

未来人育成特待生制度《通称 ミライク》 その他 ミライク選考の対象入試の合格者の中から選抜
特待生・成績優秀者
学費支援

《対象学部》全学部
《適用学年》新入生
《採用人数》要件該当者で希望するもの全員
《採用条件》

①ミライクプレミアム
【工・芸術・情報・生物生命学部】
・一般選抜前期日程：すべての受験者のうち入試総得点率85%以上かつ入試成績１位～２０位
・共通テスト利用選抜前期日程：すべての受験者のうち入試総得点率85%以上かつ入試成績１位～１０位
【薬学部】
・一般選抜前期日程：入試総得点率85％以上かつ入試成績１位～１０位
・共通テスト利用選抜前期日程：入試総得点率85％以上かつ入試成績１位～３位

②ミライク５０
【工・芸術・情報・生物生命学部】
・一般公募制推薦選抜：すべての受験者のうち入試総得点率80%以上かつ入試成績《普通科高校》１位～２０位《専門科高校》１位～２０位
・一般選抜前期日程：すべての受験者のうち入試総得点率80%以上かつ入試成績２１位～２００位
・共通テスト利用選抜前期日程：すべての受験者のうち入試総得点率80%以上かつ入試成績１１位～５０位
【薬学部】
・薬学部専願推薦選抜：入試総得点率80％以上かつ入試成績１位～３位
・一般公募制推薦選抜：入試総得点率80％以上かつ入試成績１位～３位
・一般選抜前期日程：入試総得点率80％以上かつ入試成績１１位～３０位
・共通テスト利用選抜前期日程：入試総得点率80％以上かつ入試成績４位～１０位

③アートミライクプレミアム
【芸術学部】
・芸術学部実技選抜：（前期日程・中期日程）入試成績が学部内１位～２位、（後期日程）入試成績が学部内１位

④アートミライク５０
【芸術学部】
・芸術学部実技選抜：（前期日程・中期日程）入試成績が学部内３位～５位、（後期日程）入試成績が学部内２位

給付奨学金

①ミライクプレミアム
【工・芸術・情報・生物生命学部】授業料年額１０４万円×４年＝４１６万円（授業料全額免除）
【薬学部】授業料６年間の合計１，０９５万円（授業料全額免除）

②ミライク５０
【全学部】授業料年額５０万円

③アートミライクプレミアム
【芸術学部】授業料年額１０４万円×１年＝１０４万円（初年度授業料全額免除）

④アートミライク５０
【芸術学部】初年度授業料年額５０万円

⑤ミライクＳＴＥＡＭ
【工・芸術・情報・生物生命学部】授業料年額５０万円

①ミライクプレミアム
②ミライク５０
【工・芸術・情報・生物生命学
部】４年間
【薬学部】６年間

③アートミライクプレミアム
④アートミライク５０
【芸術学部】初年度１年間の
み
⑤ミライクＳＴＥＡＭ
【工・芸術・情報・生物生命学
部】４年間

（３）を参照 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

崇城大学

兄弟姉妹同時在籍減免制度 在学中
兄弟姉妹が同時に在籍している期間は毎年申請を条件とし、４月末まで
に申請。

学費支援

《対象者》兄弟姉妹が同時に在籍している者
※下級年次者を減免の対象とする。ただし、授業料の異なる場合は高額な者を減免の対象とする。

《対象とならない者》大学院博士（後期）課程、委託生、研究生、外国人留学生、科目等履修生
免除・減免

１名を除く他の者について、授業料の半額を同時在籍期間免除。
※３名が在籍する場合は、２名をその対象とする。

１年間
※兄弟姉妹が同時に在籍し
ている期間は毎年申請。

人数制限なし 地域の制限なし 総務課 併用可 併用可

崇城大学

学業優秀奨学生制度 その他 ２年次以上の学業優秀学生に給付 特待生・成績優秀者

《対象》全学部
《学年》【工・芸術・情報・生物生命学部】２～４年次、【薬学部】２～６年次
《選考機関・基準》
①学業・人物ともに優秀であること。
②成績は取得単位・平均点および総得点ともに上位であること。
③奨学生選考委員会が推薦した学生。

給付奨学金 ２０万円 １年間 各学科、学年より若干名 地域の制限なし 学生厚生課 併用可 併用可

九州ルーテル学院大
学 九州ルーテル学院大学奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

この奨学金は、成績・品行・学生生活が特に優秀であり、かつ、他の学生の模範となり、経済的にも援助を必要とする者が選出されます。希望者が願書を提出し、
選考の結果、教授会で決定します。募集は年1回。例年、2～4年生は4月、1年生は10月に募集を行っております。 給付奨学金

第1号奨学生：当該年度の授業料の全額
第2号奨学生：当該年度の授業料の半額
第3号奨学生：10万円

1年間
第1号奨学生：2名以内
第2号奨学生：4名以内
第3号奨学生：8名以内

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

九州ルーテル学院大
学

奨学金大学給付型選抜 学校出願時 特待生・成績優秀者
奨学金大学給付型選抜入試において合格した人

給付奨学金 授業料相当額 原則4年間 若干名 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

九州ルーテル学院大
学

一般Ⅰ期入学者選抜成績上位者 学校出願時 特待生・成績優秀者
一般Ⅰ期選抜成績上位者若干名

給付奨学金 授業料全額または半額 原則4年間 若干名 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

九州看護福祉大学
九州看護福祉大学奨学金制度 在学中 2年次、3年次もしくは4年次 学費支援

1．本学の2年次、3年次もしくは4年次の学部学生
2．経済的理由により、本学の授業料その他納付金の支弁が困難な者
3．学業成績優秀で、人物良好である者

貸与奨学金 奨学金の貸与額は、当該学科における授業料その他納付金の合計額以内
在籍する学科の当該年度末
日まで。

予算額の範囲内の人数 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

九州看護福祉大学
九州看護福祉大学修学支援授業料減免制度 在学中 2年次、3年次および4年次

学費支援
入学金・授業料減免

1．本学の2年次以上の学部学生で最短修業年限以内である
2．経済的に困窮度が高く本学授業料その他納付金の支弁が困難な者（収入基準あり）
3．前年度までの学業成績がＧＰＡ2.5以上である
4．人物良好である

免除・減免 在籍する学科の授業料の４分の１の額を免除 1年間 毎年度３０名程度 地域の制限なし 学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

九州看護福祉大学
九州看護福祉大学特待生制度（入学特待生） 入学手続時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

一般選抜（前期日程）における得点が各学科で上位の者（総合型選抜・学校推薦型選抜等合格者は、「特待生チャレンジ制度」の申請（申請料無料）が必要）。
継続審査で認められた場合は、最短修業年限内で認定期間が継続される。

免除・減免 在籍する学科の授業料の2分の1の額を減免

在籍する学科の当該年度に
おける1年間。継続審査で認
められた場合は、最短修業
年限内で認定期間が継続さ
れる。

35名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

九州看護福祉大学
九州看護福祉大学特待生制度（一般特待生） その他

2年次以上の学部学生を対象に、前年度の学業成績をもとに審査するた
め、学生からの申請は不要。

特待生・成績優秀者
学費支援

２年次以上の学部学生のうち、前年度の学業成績が各学科におけるＧＰＡの上位者で、かつ特待生としてふさわしい者
給付奨学金 １０万円を給付

認定を受けた年度の４月１日
から翌３月３１日まで

５０名程度
地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

九州看護福祉大学

九州看護福祉大学災害等による一般納付金減免制度 随時
学費支援
入学金・授業料減免
被災者資金支援

1．学資支弁者が災害等で死亡し、学資の納入が困難と認められるとき。2．学資支弁者が災害等により職を失い、その間学資の納入が困難と認められるとき。3．
災害等により、学資支弁者の居住に供する建物が全壊又は半壊したことによる学資の納入が困難と認められるとき。

免除・減免

上記(3)において、1に該当するときは、正規の修了年限期間中、一般納付金の全額を免除す
る。2に該当するときは、学資の納入が困難と認められる期間に限り、一般納付金の全額を免
除する。3に該当するときは、建物が全壊した場合は一般納付金の全額を免除し、建物が半壊
した場合は一般納付金のうち授業料を全額免除する。

被災した日の属する年度の
末日まで。ただし、理事長が
特に必要と認めた場合は一
年間延長することができる。
※最大減免期間は、正規の
修了年限まで。

人数の制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

九州看護福祉大学
九州看護福祉大学兄弟姉妹入学金返還制度 入学後

学費支援
入学金・授業料減免

学部学生のうち、次の各号のいずれかに該当する者とする。
一　本学学部の卒業生に兄弟姉妹を有する者
二　本学学部の在学生に兄弟姉妹を有する者
三　兄弟姉妹が同時に本学学部に入学（再入学を含む。）した者

免除・減免 入学金(20万円)を返還する 一度のみ 人数の制限なし 地域の制限なし 教務課 併用可 併用可

平成音楽大学

特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

1年生対象
入学試験の特待生選抜試験において成績が優秀であると認められた者

免除・減免

音楽学科　　①授業料の半額程度を４年間免除
　　　　　　②授業料の半額程度を２年間免除
　　　　　　③初年度授業料の半額程度免除
　　　　　　④初年度授業料の1/4程度免除
　　　　　　⑤入学金２０万円免除

こども学科　①入学金１５万円免除

①４年間
②２年間
③④１年間
⑤１回限り

両学科共に若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

平成音楽大学
特別奨学生制度 在学中 ２年生～４年生

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

対象学年　2年生～4年生

２年生以上で在学中の成績が総合的に優秀であると認められた者
給付奨学金 支給額は審査で決定 年に1回 若干名 地域の制限なし 学務課 併用可 条件有りで併用可

平成音楽大学
その他の支援制度 入学手続時 学費支援

①本学（熊本音楽短期大学を含む）の卒業生が、改めて入学・編入する場合
②本学（熊本音楽短期大学を含む）の卒業生の子女が入学する場合
③本学に兄弟姉妹が在学する場合、後で入学した者

給付奨学金
入学時１０万円支給

入学時のみ 人数制限なし 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

平成音楽大学
応急奨学生制度 随時 学費支援

・主たる家計支持者の失職、破産、倒産、病気もしくは死亡、離別等の理由により家計が急変し、就学の継続が困難になった者
・主たる家計支持者または本人が自然災害の被害を受けたことにより家計が急変し、就学の継続が困難になった者 給付奨学金 年間授業料の半額を上限 1回のみ

採用数は予算の確保が可能な
範囲

地域の制限なし 入試広報課、学務課 併用可 条件有りで併用可

熊本保健科学大学

一般奨学制度 入学後 学費支援

（１）本学の学部生であること。1年次においては一般選抜を受験していること。
（２）勉学に強い意志をもち、人物、学業とも優秀であること。
（３）学資の支弁が困難と認められること。
（４）他の給付型奨学金を受けていないこと。
（５）家計支持者（父母。父母がいない場合は代わって家計を支えている人）の年間の収入および所得の合計が、以下の基準を満たすこと。
・給与所得者：年間収入金額841万円以下
・給与所得者以外：年間所得金額355万円以下

※貸与奨学金との併用は可

給付奨学金 月額50,000円 原則4年間（継続要件あり）
各学科16名（医学検査学科5名、
看護学科5名、リハビリテーション
学科6名）

地域の制限なし 学務課 併用不可 条件有りで併用可

熊本保健科学大学

入試前予約型奨学制度 その他 出願前 入学金・授業料減免

（１）本学の一般選抜、大学入学共通テスト利用選抜（前期・後期）のいずれかを受験、合格し、入学した者であること。
（２）勉学に強い意志をもち、人物、学業とも優秀であること。
（３）学資の支弁が困難と認められること。
（４）他の給付型奨学金を受けていないこと。
（５）家計支持者（父母。父母がいない場合は代わって家計を支えている人）の年間の収入および所得の合計が、以下の基準を満たすこと。
・給与所得者：年間収入金額841万円以下
・給与所得者以外：年間所得金額355万円以下

※貸与奨学金との併用は可

免除・減免 年間の授業料の半額相当額（400,000円） 原則4年間（継続要件あり） 各学年10名程度 地域の制限なし 学務課 併用不可 条件有りで併用可

熊本保健科学大学

総合型選抜奨学制度 学校出願時 入学金・授業料減免

・総合型選抜タイプA（奨学金あり）に合格し、本学に入学する者であること。
・勉学に強い意志をもち、人物、学業とも優秀であること。
・他の給付型奨学金を受けていないこと。

※貸与奨学金との併用は可

免除・減免 年間の授業料の半額相当額（400,000円） 原則4年間（継続要件あり） 20名 地域の制限なし 学務課 併用不可 条件有りで併用可

熊本保健科学大学
成績優秀者表彰 その他 申請不要 特待生・成績優秀者

（１）本表彰の対象となる学生は、成績・人物ともに優秀でなければならない。
（２）留年した者は、その年度は本表彰の対象とはならない。
（３）前年度（進級前の学年）の学業成績平均点（小数点以下２桁まで）が、各学科において特に優秀な学生を選考の対象とする。

給付奨学金 奨励金として50,000円を給付 地域の制限なし 学務課 併用可 併用可

別府大学
別府大学奨学生 学校出願時 入学金・授業料減免

1年生(新入生）の全学部学生対象

①学業が優秀だが経済的理由で修学困難な者
免除・減免

①入学金全額免除、②授業料全額免除、③授業料半額免除、④授業料１/３免除
①1回限り
②③④4年間
※継続審査あり

未定 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

別府大学
別府大学スポーツ・文化特待制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

1年生(新入生）の全学部学生対象

①スポーツ・文化に秀でるとともに、学業にも努め、本学学生の模範となるような生徒
免除・減免

①入学金全額免除、②授業料全額免除、③授業料半額免除
①1回限り
②③4年間
※継続審査あり

未定 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

別府大学
別府大学在学生成績優秀者奨学金 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

2年生～4年生の全学部学生対象

①前年度の成績をもとにGPAの上位者から選出
給付奨学金

5万円 1回
未定 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

立命館アジア太平洋
大学 優秀者育英奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

入学試験合格者のうち、APU2030ビジョンならびにアドミッションポリシーに示す、知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体性・多様性・協働性および英語運用能
力を総合的に判断し、成績が優秀な者 免除・減免 学費全額減免

4年間
※ただし、セメスター（学期）
ごとに継続審査あり

最大37名 地域の制限なし アドミッションズ・オフィス（国内） 併用可 条件有りで併用可

立命館アジア太平洋
大学 国内学生経済支援授業料減免 入学後 入学金・授業料減免

経済情勢の激変によって家計が急変し、学費支弁が困難になった国内学生が対象

免除・減免 年間授業料の50％相当額 1年間 年間20名以内 地域の制限なし スチューデント・オフィス 併用可 条件有りで併用可

立命館アジア太平洋
大学

国内学生授業料減免 入学後 入学金・授業料減免
経済上の理由により修学が極めて困難な国内学生が対象

免除・減免
授業料の半額から、文部科学省による高等教育の修学支援新制度（授業料等減免）による支
給額を差し引いた額を上限とする

適用の決定があった年度か
ら開始し、第８セメスターで終
了

本制度の予算の範囲で決定 地域の制限なし スチューデント・オフィス 併用可 条件有りで併用可

南九州大学

学校推薦型選抜Ⅰ期（指定校・公募）特待生制度 その他 申請不要
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

■対象者
　①【全学科】特待生採用者
　②【全学科】指定校からの合格者　※特待生採用者以外

免除・減免
■免除金額
　①入学金全額（250,000円）
　②入学金半額（125,000円）

■免除時期
　入学金納入時に免除（支給
ではない）

■特待生採用人数
　①環境園芸学科23人、子ども
教育学科20人、管理栄養学科20
人、食品開発科学科10人
　※指定校・公募合わせて
　②－

地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学
学校推薦型選抜Ⅱ期（指定校）入学金半額免除制度 その他 申請不要

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

■対象者
　【子ども教育学科】指定校からの合格者 免除・減免

■免除金額
　入学金半額（125,000円）

■免除時期
　入学金納入時に免除（支給
ではない）

－ 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学

一般選抜Ⅰ期特待生制度 その他 申請不要
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

■対象者（一般選抜Ⅰ期の成績で特待生を決定）
　①【全学科】各学部の成績１位の者
　②【全学科】各学部の成績２位の者

免除・減免
■免除金額
　①授業料全額
　②授業料半額

■免除時期
　①入学手続時および２年次
以降（条件を満たすことで２
年次以降も継続※）
　②入学手続時および２年次
以降（条件を満たすことで２
年次以降も継続※）

※２年次以降の継続条件
は、令和５年度入学試験要
項P20下部をご参照くださ
い。

■特待生採用人数
　①各学部１名
　②各学部１名

地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学

共通テスト利用選抜特待生制度 その他 申請不要
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

■対象者（大学入学共通テストの成績で特待生を決定）
　【全学科】本学が指定した教科（科目）の平均点が85点以上の者

免除・減免
■免除金額
　授業料全額

■免除時期
　入学手続時および２年次以
降（条件を満たすことで２年
次以降も継続※）

　※２年次以降の継続条件
は、令和５年度入学試験要
項P20下部をご参照くださ
い。

－ 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学
総合型選抜Ⅰ期特待生制度 その他 申請不要

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

■対象者
　①【環境園芸学科・子ども教育学科・食品開発科学科】特待生採用者
　②【管理栄養学科】特待生採用者 免除・減免

■免除金額
　①入学金全額（250,000円）
　②入学金半額（125,000円）

■免除時期
　入学金納入時に免除（支給
ではない）

■特待生採用人数
　①環境園芸学科10人、子ども
教育学科5人、食品開発科学科3
人
　②管理栄養学科6人

地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学

日本学校農業クラブ活動特待生制度 その他

申請書及び添付書類は原則として入学願書と同時に提出してください。
ただし、入学願書提出後に受賞した場合は、１ヶ月以内に提出してくださ
い。
なお、申請書の受付締切日は2023年3月24日（必着）です。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

■対象者
　①【環境園芸学科・食品開発科学科】全国大会各種目・区分で最優秀賞に選出された者
　②【環境園芸学科・食品開発科学科】全国大会各種目・区分で優秀賞に選出された者、全国大会「意見発表会」の出場者
　③【環境園芸学科・食品開発科学科】全国大会出場者及びクラブ代表者会議参加者、ブロック大会「意見発表会」「プロジェクト発表会」の出場者

免除・減免

■免除金額
　①入学金全額（250,000円）・授業料全額
　②入学金全額（250,000円）・授業料半額
　③入学金全額（250,000円）

■免除時期
　入学手続時および２年次以
降（条件を満たすことで２年
次以降も継続※）

　※２年次以降の継続条件
は、令和５年度入学試験要
項P20下部をご参照くださ
い。

－ 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学

日本農業技術検定特待生制度 その他

申請書及び添付書類は原則として入学願書と同時に提出してください。
ただし、入学願書提出後に検定に合格した場合は、１ヶ月以内に提出し
てください。
なお、申請書の受付締切日は2023年3月24日（必着）です。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

■対象者
　①【環境園芸学科・食品開発科学科】１級合格者（学科試験）
　②【環境園芸学科・食品開発科学科】２級合格者（学科試験）

免除・減免

■免除金額
　①入学金全額（250,000円）・授業料全額
　②入学金全額（250,000円）・授業料半額

■免除時期
　入学手続時および２年次以
降（条件を満たすことで２年
次以降も継続※）

　※２年次以降の継続条件
は、令和５年度入学試験要
項P20下部をご参照くださ
い。

－ 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学

フラワーアレンジメントコンテスト特待生制度［産業教育フェア］ その他

申請書及び添付書類は原則として入学願書と同時に提出してください。
ただし、入学願書提出後に受賞した場合は、１ヶ月以内に提出してくださ
い。
なお、申請書の受付締切日は2023年3月24日（必着）です。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

■対象者
　①【環境園芸学科・食品開発科学科】文部科学大臣賞・金賞を受賞した者
　②【環境園芸学科・食品開発科学科】銀賞・銅賞を受賞した者

免除・減免

■免除金額
　①入学金全額（250,000円）・授業料全額
　②入学金全額（250,000円）・授業料半額

■免除時期
　入学手続時および２年次以
降（条件を満たすことで２年
次以降も継続※）

　※２年次以降の継続条件
は、令和５年度入学試験要
項P20下部をご参照くださ
い。

－ 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学

全国造園デザインコンクール特待生制度 その他

申請書及び添付書類は原則として入学願書と同時に提出してください。
ただし、入学願書提出後に受賞した場合は、１ヶ月以内に提出してくださ
い。
なお、申請書の受付締切日は2023年3月24日（必着）です。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

■対象者
　①【環境園芸学科・食品開発科学科】特別賞を受賞した者
　②【環境園芸学科・食品開発科学科】入選した者

免除・減免

■免除金額
　①授業料全額
　②授業料半額

■免除時期
　入学手続時および２年次以
降（条件を満たすことで２年
次以降も継続※）

　※２年次以降の継続条件
は、令和５年度入学試験要
項P20下部をご参照くださ
い。

－ 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学

技能五輪（造園）全国大会特待生制度 その他

申請書及び添付書類は原則として入学願書と同時に提出してください。
ただし、入学願書提出後に受賞した場合は、１ヶ月以内に提出してくださ
い。
なお、申請書の受付締切日は2023年3月24日（必着）です。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

■対象者
　①【環境園芸学科・食品開発科学科】金賞を受賞した者
　②【環境園芸学科・食品開発科学科】銀賞・銅賞を受賞した者

免除・減免

■免除金額
　①授業料全額
　②授業料半額

■免除時期
　入学手続時および２年次以
降（条件を満たすことで２年
次以降も継続※）

　※２年次以降の継続条件
は、令和５年度入学試験要
項P20下部をご参照くださ
い。

－ 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学

造園技能士検定特待生制度 その他

申請書及び添付書類は原則として入学願書と同時に提出してください。
ただし、入学願書提出後に検定に合格した場合は、１ヶ月以内に提出し
てください。
なお、申請書の受付締切日は2023年3月24日（必着）です。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

■対象者
　【環境園芸学科・食品開発科学科】２級合格者

免除・減免
■免除金額
　授業料半額

■免除時期
　入学手続時および２年次以
降（条件を満たすことで２年
次以降も継続※）

　※２年次以降の継続条件
は、令和５年度入学試験要
項P20下部をご参照くださ
い。

－ 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学
社会人選抜入学金全額免除制度 その他 申請不要 入学金・授業料減免

■対象者
　【全学科】社会人選抜合格者

免除・減免
■免除金額
　入学金全額（250,000円）

■免除時期
　入学金納入時に免除（支給
ではない）

－ 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学

都城地区入学金全額免除制度 学校出願時 入学金・授業料減免

■対象者
　【環境園芸学科・子ども教育学科】以下のいずれかに該当する者
　　１．都城地区の高等学校卒業者、または卒業見込みの者
　　　（都城泉ヶ丘・都城農業・都城西・都城商業・都城工業・高城・都城・都城聖ドミニコ・都城東）
　　２．都城市の住民並びに住民の子

免除・減免
■免除金額
　入学金全額（250,000円）

■免除時期
　入学金納入時に免除（支給
ではない）

－ 宮崎県 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学

保育技術検定特待生制度 その他

申請書及び添付書類は原則として入学願書と同時に提出してください。
ただし、入学願書提出後に合格された場合は、１ヶ月以内に提出してくだ
さい。
なお、申請書の受付締切日は2023年3月24日（必着）です。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

■対象者
　①【子ども教育学科】１級（全種目）合格者
　②【子ども教育学科】１級（３種目）合格者 免除・減免

■免除金額
　①初年度授業料半額
　②初年度授業料４分の１

■免除時期
　入学手続時に免除（支給で
はない）

－ 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

南九州大学
沖縄県・鹿児島県諸島入学金全額免除制度 その他 申請不要 入学金・授業料減免

■対象者
　【子ども教育学科】沖縄県及び鹿児島県諸島出身者の合格者全員 免除・減免

■免除金額
　入学金全額（250,000円）

■免除時期
　入学金納入時に免除（支給
ではない）

－ 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学

南九州学園入学金全額免除制度 入学手続時 入学金・授業料減免

■対象者
　【全学科】次のいずれかに該当する者
　　１．本学または南九州短期大学のいずれかに入学したことのある者
　　２．本人の２親等以内の親族が、本学または南九州短期大学のいずれかに入学したことのある者
　　３．入学予定年度に複数の兄弟姉妹が同時に本学または南九州短期大学のいずれかに入学するときは、これらの者のうち後順位の者

免除・減免
■免除金額
　入学金全額（250,000円）

■免除時期
　入学金納入時に免除（支給
ではない）

－ 地域の制限なし 学務部　学生支援課 併用可 併用可

南九州大学

学校法人南九州学園災害等罹災者学納金減免制度 学校出願時 被災者資金支援

1年以内に、災害救助法が適用された地域において被災した世帯の受験生（学部・大学院）で、以下に該当する方が対象

・居住する家屋が災害等の被害により全壊もしくは半壊の損害を受けた場合
・罹災により学費負担者が死亡又は行方不明となった場合
・罹災により学費負担者が失職又は著しく収入が減少した場合

免除・減免
入学検定料および学納金
※金額については、災害等の被害状況に応じて決定する。

災害等の被害状況に応じて
決定する。

人数制限なし 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

宮崎産業経営大学

特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

入学生対象

①学業及び人物が優秀な者で入学後の活躍が大いに期待される学生
②学業及び人物が優秀な者で家計急変など経済的に就学が困難な学生
③スポーツにおいて優秀な実績を有する者で入学後の活躍が大いにきたいされる学生

免除・減免
入学金200,000円免除及び授業料600,000円または300,000円免除
入学金200,000円免除及び授業料600,000円免除、教育充実費250,000円免除
入学金200,000円免除及び授業料600,000円または300,000円免除

４年間（毎年、学年末の成績
により審査あり）

若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

九州医療科学大学

入試特待生制度 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

対象学年：１年次から
学部：全学部・全学科が対象
条件：入試における成績優秀者（一般選抜前期（A-1 方式、A-２方式）、大学入学共通テスト利用（前期）、専門学科・総合学科入試において、特待生を選考）

【対象入試：専門学科・総合学科】※得点率75％以上
金額：特待生15・・　授業料15万円減免（全学科）※1年間のみ

【対象入試：一般選抜前期（A-1方式、A-2方式）、大学入学共通テスト利用（前期）】
　　　特待生30・・　授業料30万円減免（薬学科以外の学科）
　　　特待生50・・　授業料50万円減免（薬学科）
　　　　※特待生30、特待生50は年度末の継続審査により4年間（薬学科は6年間）継続が可能
　　　　※A-1方式、A-2方式は得点率80％以上で上位20名
　　　　※大学入学共通テスト利用（前期）入試は得点率75％以上

免除・減免

対象入試で特待生合格となった者
特待生15・・・授業料15万円免除
特待生30・・・授業料30万円免除（薬学科以外の学科）
特待生50・・・授業料50万円免除（薬学科）
※特待生15は1年間のみ。それ以外は年度末の継続審査により4年間（薬学科は6年間）継続
が可能

特待生15：1年間（継続審査
なし）
特待生30：1年間（継続審査
有）
特待生50：1年間（継続審査
有）

一般選抜前期A-1方式、A-２方
式の特待生30、特待生50で20名
を選考する

地域の制限なし 入試広報室 併用可 併用可

九州医療科学大学
子弟入学制度 入学手続時 入学金・授業料減免

対象学年：1年次（入学時）
対象学部：全学部
条件：両親または兄弟・姉妹が本学をはじめとする学校法人順正学園の設置校を卒業していること
。

免除・減免 入学金半額（15万円）免除。ただし、入学後に後期の学納金で減免。 入学手続き時のみ 人数制限なし 地域の制限なし 入試広報室 併用可 併用可

九州医療科学大学
高大連携・協定校入学金減免 入学手続時 入学金・授業料減免

対象学年：1年次（入学時）
学部：全学部
条件：宮崎県内をはじめとする地域で本学と高大連携協定を締結している高校の出身者、
　　　また学校法人順正学園と教育提携校や関連校の出身者

免除・減免
専願入試の入学者（高大連携校出身者）は入学金7万5千円を免除、（教育提携校出身者）は入
学15万円2を免除

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入試広報室 併用可 併用可

九州医療科学大学

九州医療科学大学家賃補助制度 入学後 その他 毎月の家賃補助

入学時において保護者が沖縄県及び離島※に生活の本拠を有し、入学日の属する年の前年の１月１日以前から引き続き沖縄県及び離島の住民基本台帳に記載
されている者。

※ 沖縄県及び「離島振興法」が指定する有人指定離島及び「小笠原諸島振興開発特別措置法」、「奄美群島振興開発特別措置法」、「沖縄振興特別措置法」に指
定されている有人島に住居する者

給付奨学金
2019年度入学以降の全学生（通信制・大学院生除く）毎月の家賃の半額（上限2万円/月）を補
助（支給）

①4年間または6年間
②毎月１回

人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

九州医療科学大学
指定校（宮崎県内選抜） 入学手続時 入学金・授業料減免

全学部・全学科対象

指定校推薦（宮崎県内選抜）入試において合格した生徒は入学金15万円減免
※宮崎県内の指定校推薦対象校

免除・減免 ①入学金15万円 １回限り 人数制限なし 宮崎県 入試広報室 併用可 併用可

鹿児島国際大学

特待生制度 在学中 当該学年 特待生・成績優秀者

全学年対象（各学年・各学科1名ずつ）
※看護学部看護学科生は2年次から対象となる。

学業、人物及び健康が何れも優れ、他の学生の模範でなければならない。毎年度後期に、前年次の成績等によって選考される。ただし、第1年次の場合は、当該年
次の前期の成績等によって選考される。特待生の期間は、当該年度1ヵ年とする。

給付奨学金 当該年度の授業料全額 当該年度
各学年・各学科1名ずつの25名
※看護学部看護学科生は2年次
から対象。

地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

鹿児島国際大学

特別奨学生制度 在学中 当該学年 その他 授業料支給

特待生以外の全学年対象（10名採用）
※看護学部看護学科生は対象外となる。

体育・学術文化活動または社会的活動で優れた業績のあった者。毎年度後期に掲示により募集する。特別奨学生の期間は、当該年度1ヵ年とする。ただし、毎年度
出願することができる。

給付奨学金 当該年度の授業料半額相当 当該年度 10名 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

鹿児島国際大学

ＨＯＮＯＲＳ特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

入学生対象（各分野若干名）

原則として、全体の評定平均値がスポーツ・音楽分野は3.0以上、検定資格分野は4.0以上あり、出身高等学校長によって人物、活動実績ともに優れていると推薦さ
れた本学専願者。活動実績等を総合的に評価し、A・B・Cの特典が決定する。

・スポーツ分野：陸上競技・剣道・弓道・卓球・サッカー種目において、全国レベル・ブロックレベル（九州大会等）又は都道府県レベルの大会で上位の実績をあげ、
入学後もサークルへ所属し継続して活動を行う者。

・検定資格分野：実用英語技能検定2級以上・TOEFL iBT61点以上・TOEIC L＆R550点以上・IELTS5.0以上・GTEC960点以上・日商簿記検定2級以上・全商1級6種
目以上・全経簿記能力検定1級以上・日本語検定2級以上・日本漢字能力検定準1級以上・韓国語能力試験(TOPIK)3級以上・中国語検定試験3級以上・保育技術
検定1級の資格がある者。

・音楽分野：音楽学科の受験者で、音楽学科のコース・課程に関連する国内外の主要な大会・コンクール等で上位の実績をあげた者。

免除・減免

A　入学金全額および4年間の授業料全額免除

B　入学金全額および4年間の授業料半額免除

C　入学金全額および4年間の授業料1/4免除

4年間 若干名 地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

鹿児島国際大学

入学試験成績優秀者学費等減免制度 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

入学生対象

本学が指定する入学試験において合格し、かつ、本学が定める成績基準を満たす成績優秀者。

①総合型選抜(Ⅰ～Ⅱ)・学校推薦型選抜A（指定校推薦）・学校推薦型選抜B（一般推薦/専願）・学校推薦型選抜C（一般推薦/併願可）において、全体の評定平均
値が原則として4.4以上の者。
　
②一般選抜・大学入学共通テスト利用選抜（前期日程）において、経済学部・福祉社会学部・国際文化学部は当該試験科目の得点率に応じて3段階に判定（得点率
は非公表）。看護学部は入学する者のうち成績1位の者。

免除・減免

①総合型選抜(Ⅰ～Ⅱ)・学校推薦型選抜A（指定校推薦）・学校推薦型選抜B（一般推薦/専
願）・学校推薦型選抜C（一般推薦/併願可）：入学金全額免除

②一般選抜・大学入学共通テスト利用選抜（前期日程）
【経済学部・福祉社会学部・国際文化学部】
1　入学金全額および初年度授業料全額免除
2　入学金全額および初年度授業料半額免除
3　入学金全額免除
【看護学部】
入学金全額および初年度授業料全額免除

1年間 制限なし 地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

鹿児島国際大学

緊急的事情等により修学困難な在学する学生に対する学費等減免制度 在学中 4・6・10・12月 その他 授業料減免

全学年対象

修学意欲があり、次のいずれかに該当する者で、事由が発生した日から１年を超えない期間内に免除を希望する者に限る。ただし、入学者については、原則として
入学後に発生した事由からとする。
採用された場合は、申請した月以降の納入期から1年間の授業料の半額を免除する。

(1)学生本人の父母又はこれに代わって家計を支えている者の失業、破産、事故、病気若しくは死亡等により家計が急変した者。
(2)火災、風水害等の災害を受けた者。
(3)その他やむを得ない事情により、家計が急変した者。

免除・減免 申請した月以降の納入期から1年間の授業料の半額を免除する。
申請した月以降の納入期か
ら1年間

制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

鹿児島国際大学

鹿児島県外・離島から入学する学生に対する学費等減免制度 入学手続時 入学金・授業料減免

該当する入学生対象

【経済学部・福祉社会学部・国際文化学部】
鹿児島県外・離島に所在する高等学校（中等教育学校の後期課程含む）を卒業した者又は卒業見込の者で、かつ、県外・離島に居住し、本学が指定する入学試験
（総合型選抜Ⅰ～Ⅱ・学校推薦型選抜A（指定校推薦）・学校推薦型選抜B（一般推薦））において合格した者。

【看護学部】
離島に所在する高等学校（中等教育学校の後期課程含む）を卒業した者又は卒業見込の者で、かつ、離島に居住し、本学が指定する入学試験（一般選抜・大学入
学共通テスト利用選抜（前期日程））において合格し、入学する者のうち成績1位の者。

免除・減免

【経済学部・福祉社会学部・国際文化学部】
入学金全額および初年度授業料1/4免除

【看護学部】
入学金全額

1年間 制限なし 地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

鹿児島国際大学

学校法人津曲学園兄弟姉妹並びに同一学園入学者に対する入学金減免制
度

入学後 その他 入学金減免

該当する入学生対象

①同一学園の設置校に在籍している学生・生徒の、同一生計内にある兄弟姉妹（兄弟・姉妹、親子、夫婦等）が本学に入学する場合。

②同一学園の異なる設置校に同時に入学する場合、または同一校に同時に複数入学する場合。

③同一学園の高等学校から本学に入学する場合。

④本学園の設置校を卒業し、「同一学園推薦型選抜試験」以外で入学する場合。

給付奨学金

①入学金全額免除
②1人を除いて入学金全額免除
③入学金全額免除
④入学金半額免除

6月一括給付 制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

鹿児島国際大学

同一学園推薦型選抜から入学する学生に対する学費等減免制度 入学手続時 入学金・授業料減免

【経済学部・福祉社会学部・国際文化学部（看護学部は除く）】
同一学園推薦型選抜により入学する学生が対象

免除・減免

【経済学部・福祉社会学部・国際文化学部（看護学部は除く）】
種類A：入学金および授業料全額免除
種類B：入学金および授業料半額免除
種類C：入学金および授業料1/4免除
上記以外：入学金免除

1年間 制限なし 地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

鹿児島国際大学
検定資格取得者に対する授業料減免制度 在学中 8月・2月 その他 授業料減免

本学に入学後、在学中に指定の検定資格を取得した場合に、授業料を減免する制度。
ただし、看護学部看護学科生は対象外となる。 免除・減免

種類A：授業料全額免除
種類B：授業料半額免除
種類C：授業料1/4免除

種類A：3年間
種類B：2年間
種類C：1年間

制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

鹿児島純心大学
鹿児島純心女子大学白百合奨学金 在学中 1～4年生の前期 用途を定めない経済的支援

本学に在学する学生で、修学の熱意はありながら、経済的理由により修学が著しく困難と認められる者および本学の教育の精神を十分理解し、学業に取り組んで
いる者又は取り組む意欲があると認められる者を対象とする。 給付奨学金 月額2万円を前期分と後期分の2回に分けてそれぞれ12万円支給 1年間 16名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

鹿児島純心大学
鹿児島純心女子大学成績優秀者奨学金 入学手続時

特待生・成績優秀者
学費支援

学校推薦選抜および一般選抜（前期）の合格者で成績・人物ともに優秀な者
給付奨学金 入学年度において10万～30万円を給付（学科、選抜区分で異なる） 入学時のみ 若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

鹿児島純心大学
鹿児島純心女子大学外国人留学生特別奨学金 在学中 1年生～4年生

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

外国人留学生のうち、学業成績、人物ともに優れていること。
給付奨学金 月額3万円 1年間 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

鹿児島純心大学
鹿児島純心女子大学私費外国人留学生授業料減免 入学後

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免
用途を定めない経済的支援

「留学」の在留資格を有する者で、経済的理由により修学が困難であると認められた者

免除・減免 入学金の全額免除と授業料の５０％減免 1年 定めなし 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

第一工科大学

第一工科大学奨学生 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免
その他

都築学園　兄弟姉妹奨学制度があります。
※　本学に兄弟姉妹が在学している期間、弟妹学生の
授業料半額を免除します。ただし、第一工科大学
　奨学生の資格も有する場合は、どちらか一方の有利
な方を適用します。

1～4年次
全学部学科対象
学業成績・高校における活動実績に応じて、入学金または授業料の一部を免除します。

※　免除される期間及び基準は入試区分により、異なりますので、詳しくはHPや資料請求により
　本学入学試験要項を確認ください。

免除・減免

区分Ａ／授業料500,000円免除（年間）
区分Ｂ／授業料300,000円免除（年間）
区分Ｃ／授業料150,000円免除（年間）
区分Ｄ／入学金全額（150,000円）免除

１年間
毎年更新

対象者による 地域の制限なし
入学時／入試課、2年次以降／教
学課

併用可 併用可

沖縄国際大学
特待奨学金 その他 申請不要（前年度までの学業成績に基づき、教授会で選考する） 特待生・成績優秀者

【対象学年】2～4年
【対象学部】全学部
【資格要件】学業・人物ともに優秀で、他の模範となる学生

給付奨学金 授業料及び施設設備資金相当額 1か年 各学科・各学年1名（計30名） 地域の制限なし 学生課 併用可 併用不可

沖縄国際大学
一般奨学金 その他 9～10月 学費支援

【対象学年】全学年
【対象学部】全学部
【資格要件】学業・人物ともに優秀で、経済的理由により修学困難な学生

給付奨学金
【第一種】授業料相当額
【第二種】授業料の半額相当額
【第三種】授業料の4分の1相当額

1か年 予算の範囲内 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

沖縄国際大学
スポーツ奨学金（公募型） その他 9～10月 学費支援

【対象学年】全学年
【対象学部】全学部
【資格要件】学業・人物ともに良好で、スポーツ技能が優秀で、スポーツ競技の向上と本学の発展に寄与すると認められ、経済的理由により修学困難な学生（大学
公認の部・サークルに所属している学生が対象。顧問からの推薦が必要。）

給付奨学金
【第一種】授業料相当額
【第二種】授業料の半額相当額
【第三種】授業料の4分の1相当額

1か年 予算の範囲内 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

沖縄国際大学
文化活動奨学金 その他 9～10月 学費支援

【対象学年】2～4年次
【対象学部】全学部
【資格要件】学業・人物ともに良好で、顕著な文化活動実績のある2年次以上の学生で、本学の発展に寄与すると認められ、経済的理由により修学困難な学生（文
化活動実績の基準あり）

給付奨学金
【第一種】授業料相当額
【第二種】授業料の半額相当額

1か年 予算の範囲内 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用不可

沖縄国際大学
被災学生奨学金 随時

学費支援
被災者資金支援

【対象学年】全学年
【対象学部】全学部
【資格要件】自然災害及び火災等の事由により、家計が急変し、修学が困難になった学生

給付奨学金
【第一種】授業料相当額
【第二種】授業料の半額相当額

1か年 年度によって異なる 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

沖縄国際大学
国内協定校派遣留学奨学金 その他 1～2月 留学費用支援制度

【対象学年】2～4年次
【対象学部】全学部
【資格要件】学業・人物共に優秀な学生（国内協定校へ派遣内定者が対象）

給付奨学金 留学期間に充当する在籍年次の授業料の半額相当額 1か年 年度によって異なる 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用不可

沖縄国際大学
国外協定校留学奨学金 その他 グローバル教育支援センターにて受付 留学費用支援制度

【対象学年】2～4年次
【対象学部】全学部
【資格要件】学業・人物共に特に優秀な学生（留学期間中、本学への学費納入が必要）

給付奨学金 授業料及び施設設備資金相当額 1か年 年度によって異なる 地域の制限なし グローバル教育支援センター 併用可 条件有りで併用可

沖縄国際大学
認定留学奨学金 その他 グローバル教育支援センターにて受付 留学費用支援制度

【対象学年】2～4年次
【対象学部】全学部
【資格要件】留学先大学から「入学許可書」を取得すること

給付奨学金 認定留学期間（6ヶ月または1年）に相応する本学授業料及び施設設備資金の6分の5相当額 1か年 若干名 地域の制限なし グローバル教育支援センター 併用可 併用不可

沖縄国際大学
兄弟姉妹等支援奨学金 その他 4月 学費支援

【対象学年】①入学金相当額：入学年次　②授業料相当額：全学年
【対象学部】全学部
【資格要件】①入学金相当額：入学年度に家族が2名在学する学生　②授業料相当額：入学年度に家族が3名以上在学する学生または2～4年次に家族が3名以上
在学する学生（成績基準あり）

給付奨学金
①入学金相当額：入学年度に家族が2名在学する学生　②授業料相当額：入学年度に家族が3
名以上在学する学生または2～4年次に家族が3名以上在学する学生（成績基準あり）

1か年 年度によって異なる 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

沖縄国際大学
入学時離島遠隔地出身学生支援奨学金 その他 4月 学費支援

【対象学年】入学年次
【対象学部】全学部
【資格要件】本学が定める沖縄県内離島遠隔地出身学生で、且つ家計支持者が遠隔地に居住している新入生

給付奨学金 入学時の施設設備資金4分の1相当額 1か年 募集年度により異なる 沖縄県 学生課 併用可 条件有りで併用可

沖縄国際大学
離島遠隔地出身学生支援奨学金 その他 9～10月 学費支援

【対象学年】全学年
【対象学部】全学部
【資格要件】本学が定める沖縄県内離島遠隔地出身学生で、且つ家計支持者が遠隔地に居住しており、学業・人物共に優秀で、経済的理由により学費の支弁が困
難である学生

給付奨学金 授業料半額相当額または授業料4分の1相当額 1か年 予算の範囲内 沖縄県 学生課 併用不可 条件有りで併用可

沖縄国際大学
沖縄国際大学校後援会奨学金 随時 学費支援

【対象学年】全学年
【対象学部】全学部
【資格要件】学業・人物共に良好で、家計支持者の事情により修学が困難な学生

給付奨学金 授業料の半額相当額 1か年 年度によって異なる 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

沖縄国際大学
沖縄国際大学校友会奨学金 その他 9～10月 学費支援

【対象学年】全学年
【対象学部】全学部
【資格要件】学業・人物共に優秀で、経済的理由により修学が困難な学生

給付奨学金 15万円 1か年 予算の範囲内 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

沖縄国際大学
沖縄国際大学校友会大学院奨学金 その他 1～2月 学費支援

【対象学年】4年次
【対象学部】全学部
【資格要件】学部卒業見込者で、大学院進学が決まっている学生のうち、学業・人物共に優秀で、経済的理由により修学が困難な学生

給付奨学金
【沖縄県内大学院】100,000円
【沖縄県外・国外大学院】150,000円

1か年 年度によって異なる 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対
象校との併用可

否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

沖縄国際大学
宮城勇ベストスポーツマン支援奨学金 その他 3月（クラブ顧問の推薦を受け決定） 学費支援

【対象学年】3・4年次
【対象学部】全学部
【資格要件】学業・運動技能ともに秀でた資質を有し、将来スポーツで培った心身を善用して社会に貢献できる学生

給付奨学金 150,000円 1か年 1名 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

沖縄国際大学
学生サポート奨学金 その他 9～10月 学費支援

【対象学年】全学年
【対象学部】全学部
【資格要件】学業・人物共に優秀な学生

給付奨学金 100,000円 1か年 予算の範囲内 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

沖縄国際大学
金秀グループ奨学金 その他 9～10月 学費支援

【対象学年】全学年
【対象学部】全学部
【資格要件】学業・人物共に優秀な学生

給付奨学金 100,000円 1か年 予算の範囲内 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用不可

沖縄国際大学
学習奨励奨学金 その他 申請不要 特待生・成績優秀者

【対象学年】1年次
【対象学部】全学部
【資格要件】一般選抜試験に合格した者で各学科の成績上位者（該当者には合格通知同封で通知。給付は入学後に行う。）

給付奨学金 入学金相当額 1か年 年度によって異なる 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

沖縄国際大学
スポーツ奨学金（指定競技型） その他

指定競技スポーツ奨学生選抜試験を受験すること（対象種目の本学クラ
ブ・競技顧問が出願を認めた者のみ）

学費支援

【対象学年】1年次
【対象学部】全学部
【資格要件】指定競技スポーツ奨学生選抜試験に合格すること

給付奨学金
【第一種】授業料相当額
【第二種】授業料半額相当額

修業年限内 年度によって異なる 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

沖縄国際大学
キャリアサポート助成 随時 資格取得支援制度

【対象学年】全学年
【対象学部】全学部
【資格要件】正課内科目の延長線上に位置付けられる「各種資格」や「各種検定試験」等に合格（資格取得を含む）すること

その他 資格によって異なる 年度によって異なる 地域の制限なし キャリア支援課 併用可 条件有りで併用可

沖縄キリスト教学院
大学 特待奨学金 その他 募集・締切：学内に掲示

特待生・成績優秀者
学費支援

在学生対象

学業及び人格ともに優れ、経済的理由により修学が困難な者
給付奨学金

①年額66万円
②授業料相当額を限度

１年間
年間6人以内（短大・大学各3人
以内）とし、当該年度の予算の範
囲内とする。

地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

沖縄キリスト教学院
大学

親族授業料免除 その他 募集・締切：学内掲示
入学金・授業料減免
その他

生計を一にする家族のうち二人目以降の年間授業料
の25％相当を免除

在学生対象
給付奨学金
免除・減免

年間授業料の25％相当
地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可
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